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短
歌
「
上
田
三
四
二
賞
」
は
、

文
芸
界
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し

た
同
氏
の
業
績
を
称
え
る
と
と
も

に
、
郷
土
の
文
化
振
興
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
た
賞
で
す
。

　
氏
は
、
昭
和
５３
年
か
ら
８
年
間

に
わ
た
り
宮
中
歌
会
始
の
詠
進
歌

選
者
を
務
め
、『
湧
井
』（
迢
空
賞

受
賞
）『
惜
身
命
』（
芸
術
選
奨
文

部
大
臣
賞
受
賞
）『
祝
婚
』（
川
端

康
成
賞
受
賞
）
等
、
多
く
の
優
れ

た
作
品
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
発

表

会

日

程

○
日
時
　
５
月
１９
日
土
１３
時
か
ら

○
場
所
　
小
野
市
民
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
ホ
ー
ル

○
内
容
　

　
・
上
田
三
四
二
賞
発
表
、
表
彰

　
・
記
念
講
演
会

　
　
講
師
　
尾
崎
左
永
子
　
先
生

　
　
演
題
「
短
歌
の
音
感
と
調
べ
」

　
・
入
選
歌
選
評

　
　
選
者
　
武
川
忠
一
　
先
生

　
　
　
　
　
岡
野
弘
彦
　
先
生

　
　
　
　
　
尾
崎
左
永
子
　
先
生

　
終
了
後
、
伝
統
産
業
会
館
大
研

修
室
に
お
い
て
、
選
者
の
先
生
方

と
の
懇
親
会
（
参
加
費
一
人
１，

０
０
０
円
）
を
行
い
ま
す
。

　
選
者
（
講
師
）
紹
介

○
尾
崎
左
永
子
　
先
生

　
お
ざ
き
・
さ
え
こ
　
昭
和
２
年

東
京
都
に
生
ま
れ
る
。
歌
人
・
作

家
。
東
京
女
子
大
学
国
語
科
を
卒

業
。
の
ち
早
稲
田
大
学
文
学
部
上

代
文
学
研
究
科
に
学
ぶ
。
短
歌
を

佐
藤
佐
太
郎
に
、
古
典
を
松
尾
聡

に
師
事
。
昭
和
５９
年
『
源
氏
の
恋

文
』
で
第
３２
回
日
本
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
ク
ラ
ブ
賞
受
賞
。
平
成
１０
年

『
新
訳
・
源
氏
物
語
　
全
四
巻
』

な
ど
の
文
化
活
動
に
よ
り
神
奈
川

県
文
化
賞
受
賞
。
平
成
１１
年
歌
集

『
夕
霧
峠
』
で
迢
空
賞
を
受
賞
す

る
。
日
本
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
ク
ラ
ブ

理
事
。
香
道
研
究
家
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
る
。

○
武
川
忠
一
　
先
生

　
む
か
わ
・
ち
ゅ
う
い
ち
　
大
正

８
年
長
野
県
に
生
ま
れ
る
。
早
稲

田
大
学
文
学
部
卒
業
後
、
同
大
学

教
授
を
経
た
。
在
学
中
か
ら
窪
田

空
穂
、
窪
田
章
一
郎
に
師
事
し
、

昭
和
２１
年
に
「
ま
ひ
る
野
」
創
刊

に
参
加
し
た
。
昭
和
５７
年
に「
音
」

を
創
刊
主
宰
。
迢
空
賞
、
詩
歌
文

学
館
賞
等
多
数
受
賞
。
宮
中
歌
会

始
詠
進
歌
選
者
。

○
岡
野
弘
彦
　
先
生

　
お
か
の
・
ひ
ろ
ひ
こ
　
大
正
１３

年
三
重
県
に
生
ま
れ
る
。
国
学
院

大
学
国
文
科
を
卒
業
。
昭
和
２２
年

よ
り
折
口
信
夫
と
起
居
を
共
に
し
、

そ
の
没
年
ま
で
国
文
学
・
民
俗
学

・
短
歌
創
作
の
指
導
を
受
け
る
。

昭
和
４８
年
短
歌
誌
「
人
」
創
刊
主

宰
。
現
代
歌
人
協
会
賞
、
迢
空
賞

等
多
数
受
賞
。
国
学
院
大
学
名
誉

教
授
。
国
学
院
大
学
栃
木
短
期
大

学
学
長
。
宮
内
庁
御
用
掛
。
宮
中

歌
会
始
詠
進
歌
選
者
。
日
本
芸
術

院
会
員
。
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市
で
は
、
平
成
元
年
に
賞
を
制
定
し
、
短
歌
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
全
国
か
ら
短
歌
を
公
募
し
、

全
国
文
化
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
発
表
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
で
第
１２
回
目
の
発
表
会
と
な
り
ま

す
。

　
今
回
か
ら
新
た
に
小
・
中
・
高
校
生
の
部
を
創
設
し
、
全
国
か
ら
２，
０
１
４
首
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
の
部
に
は
、
４７
都
道
府
県
お
よ
び
台
湾
か
ら
２，
５
２
１
首
も
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　
発
表
会
で
は
、
応
募
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
入
賞
者
の
発
表
と
賞
の
授
与
が
行
わ
れ
、
引
き
続
き
記

念
講
演
、
優
秀
作
品
の
選
評
を
行
い
ま
す
。
多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
発
表
会
か
ら

　
　
　
（
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
）

○
５
月
１９
日
土 

１３
時
か
ら
　
○
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

５
月
１８
日
金
〜
６
月
１７
日
日

好
古
館
企
画
展

全
国
か
ら
過
去
最
高
の
４，
５
０
０
余
首
の
応
募

！

　
小
野
市
樫
山
町
出
身
の
歌
人
・

上
田
三
四
二
を
顕
彰
す
る
た
め
開

催
す
る
「
短
歌
・
上
田
三
四
二

賞
」
の
発
表
会
に
あ
わ
せ
、
上
田

三
四
二
の
業
績
を
広
く
市
民
や
遠

来
の
方
々
に
展
示
紹
介
し
ま
す
。

　
　
そ
の
生
涯
、
　
幅
広
い
業
績
、

　
短
歌
・
上
田
三
四
二
賞

　
３
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
に
関
す
る
資
料
や
作
品
を

ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
開
館
　
９
時
３０
分
か
ら
１７
時

　
　 

（
入
館
は
１６
時
３０
分
ま
で
）

▼
休
館
日
　
月
曜
日

▼
入
館
料
（
特
展
期
間
料
金
）
　

　
大
人（
高
校
生
以
上
）３
０
０
円

　
小
中
学
生
　
　
　
　
１
０
０
円

　
（
た
だ
し
、
コ
コ
ロ
ン
カ
ー
ド

　
　
持
参
の
小
中
学
生
は
無
料
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
立
好
古
館

　
　
　
　
　
（
　
　
３
３
９
０
）

（　）

（　）

（　）

（　）

○１

○２

○３

○６３



　
高
齢
者
の
生
き
が
い
活
動
等
の

支
援
拠
点
施
設
と
し
て
、
昨
年
１２

月
か
ら
整
備
を
す
す
め
て
い
ま
し

た
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
み
や
ま

荘
」
の
改
修
が
３
月
に
完
成
し
、

く
つ
ろ
ぎ
を
実
感
で
き
る
施
設
と

し
て
皆
さ
ん
に
大
変
に
喜
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
お
風
呂
場
の
全
面
改
修

や
廊
下
の
ク
ロ
ス
張
替
え
な
ど
で
、

明
る
く
開
放
感
あ
ふ
れ
る
施
設
と

と
な
り
、
ま
た
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
喫
煙
場
所
を
限
定
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
誰
も
が

気
兼
ね
な
く
利
用
い
た
だ
け
る
施

設
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
購
入
し
た
健
康
器
具

の
有
効
利
用
や
趣
味
活
動
の
充
実

な
ど
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
健
康

管
理
と
楽
し
み
豊
富
な
生
き
が
い

創
造
を
、「
み
や
ま
荘
」
で
実
現

し
て
く
だ
さ
い
。
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全
面
改
修
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
お
風
呂
場

改装された老人福祉センター「みやま荘」

〜
高
齢
者
の
健
康
管
理
と

　
　
生
き
が
い
活
動
の
拠
点
と
し
て
〜

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
習
会

も
う
す
ぐ
始
ま
り
ま
す

！

あ
な
た
の
ま
ち
に
も
世
代
間
交
流
の
場
を
！

詳細
は６
月号
で

「
ひ
ま
わ
り
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ッ
ト
」
次
々
と
完
成

予 告

「
み
や
ま
荘
」
を
改
装

老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー

！

　
誰
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使

え
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
必
要
な

基
礎
技
能
を
修
得
す
る
た
め
の
初

心
者
向
け
の
講
習
会
を
７
月
か
ら

来
年
３
月
ま
で
開
催
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ひ
と
り
で

も
多
く
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
対
象
　
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

の
成
人
（
県
内
に
お
住
ま
い
の
方
）

▼
内
容

　
・
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

　
・
文
章
作
成

　
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

　
・
電
子
メ
ー
ル
の
送
受
信

▼
受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

　
は
実
費
）

▼
受
講
時
間
　

　
１
講
座
あ
た
り
　
１２
時
間

　
平
日
コ
ー
ス
、
夜
間
コ
ー
ス

　
土
曜
コ
ー
ス
、
日
曜
コ
ー
ス

　
土
・
日
コ
ー
ス
等

　
全
体
で
６６
講
座
実
施

▼
定
員
　
１
講
座
２０
名

▼
開
催
場
所
と
講
座
数

　
・
中
央
公
民
館
（
２０
）

　
・
各
隣
保
館
（
各
４
）

　
・
下
東
条
コ
ミ
セ
ン
（
４
）

　
・
図
書
館
（
１０
）

　
・
各
中
学
校
（
各
４
）

　
講
習
会
日
程
、
申
し
込
み
方
法

は
６
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課

　
　
２
４
４
５
（
直
通
）

◎
市
内
の
高
校
で
も
５
月
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
各
学
校
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
野
高
等
学
校

　
　
　
２
０
０
７

小
野
工
業
高
等
学
校

　
　
　
１
９
４
１

　
高
齢
者
に
限
ら
ず
小
さ
な
お
子

さ
ん
や
ご
両
親
な
ど
、
日
常
の
世

代
を
越
え
た
交
流
が
青
空
の
も
と

で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
場
。
そ
れ
が

「
ひ
ま
わ
り
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ッ

ト
」
整
備
事
業
で
す
。

　
市
で
は
、
あ
な
た
の
ま
ち
の

「
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ッ
ト
」
創
造
に

力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
昨
年
度
か
ら
高

齢
者
等
の
健
康
で
安
ら
か
な
生
活

を
営
む
地
域
社
会
の
形
成
と
、
住

民
相
互
の
交
流
機
会
の
促
進
を
図

る
た
め
、
各
町
内
で
取
り
組
ま
れ

る
休
憩
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、

市
が
２
０
０
万
円
を
上
限
に
補
助

金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　
整
備
内
容
は
、
固
定
式
テ
ー
ブ

ル
や
ベ
ン
チ
を
配
し
た
屋
根
付
休

憩
施
設
、
花
壇
、
植
栽
、
ト
イ
レ

工
事
な
ど
で
、
整
備
後
も
皆
さ
ん

の
ア
イ
デ
ア
に
よ
り
夢
広
が
る
施

設
と
し
て
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
昨
年
は
、
葉
多
町
、
来
住
町
、

船
木
町
、
育
ヶ
丘
町
、
広
渡
町
の

5
町
で
次
々
と
誕
生
し
た
ふ
れ
あ

い
ス
ポ
ッ
ト
。
今
年
度
は
、
ぜ
ひ

あ
な
た
の
ま
ち
に
も
誕
生
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課

同
事
業
で
整
備
さ
れ
た

　
　
　
休
憩
施
設
（
広
渡
町
）

今が

チャン
ス！

健
康
器
具
を
利
用
さ
れ
る

 
　
　
　
　
市
民
の
皆
さ
ん

○６３
○６３○６３



　
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
、「
行

政
サ
ー
ビ
ス
」
の
時
代
性
・
公
平

性
・
限
界
性
を
検
証
し
、「
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
あ
る
べ
き
姿
」
に
つ

い
て
市
民
と
行
政
と
の
間
で
共
通

認
識
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。
構
成
は
、
市
民
９
人
、
市
職

員
６
人
の
１５
人
で
、
３
つ
の
分
科

会
に
分
か
れ
て
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

【
施
設
管
理
】
分
科
会

　
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
や
利
用

者
か
ら
意
見
を
聞
く
こ
と
で
体
育

施
設
を
は
じ
め
市
内
各
施
設
に
お

け
る
市
民
ニ
ー
ズ
や
課
題
が
ど
こ

に
あ
る
の
か
探
る
た
め
に
、
利
用

者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
、
そ
の
結
果

を
分
科
会
と
し
て
「
考
え
る
材

料
」
に
す
る
。

　
現
在
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今
後
と
り
ま

と
め
て
集
計
・
分
析
を
す
る
予
定

で
す
。

【
環
境
問
題
】
分
科
会

　
次
の
テ
ー
マ
を
研
究
課
題
と
し

て
検
討
す
る
。

　
ゴ
ミ
総
量
の
減
量
化
を
推
進
す

　
る
た
め
の
方
策

　
粗
大
ゴ
ミ
の
回
収
方
法
の
見
直

　
し
や
変
更
に
つ
い
て

　
環
境
検
査
へ
の
市
民
参
加
の
方

　
法
に
つ
い
て

【
地
域
間
格
差
】
分
科
会

次
の
２
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

１．   

行
政
が
各
地
区
（
域
）
に
出

　
向
き
サ
ー
ビ
ス
を
行
え
る
も
の

　
（
例
え
ば
、
住
民
票
・
印
鑑
証

　
明
書
交
付
等
の
可
能
性
）

２．   
施
設
に
行
か
な
い
と
利
用
で

　
き
な
い
も
の
（
例
え
ば
、
病
院
、

　
図
書
館
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
へ

　
の
ア
ク
セ
ス
）

　
な
お
、
活
動
内
容
は
、
毎
月
１

回
の
分
科
会
開
催
ほ
か
、
講
師
を

招
い
て
の
講
習
会
、
ま
た
他
市
へ

の
視
察
も
行
う
な
ど
積
極
的
な
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
中
に
は
、「
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
あ
る
べ
き
姿
」
に
つ
い
て
、

市
長
に
対
し
て
提
言
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
ゴ
ル
フ
場
施
設
（
６
ヶ

所
）
を
活
用
し
、
ゴ
ル
フ
技
術
の

向
上
や
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
習
得

を
通
じ
て
市
民
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

普
及
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
、
市
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
事
業
で
す
。

【
市
民
利
用
の
内
容
】

○
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
希
望

　
者
を
募
り
、
１
日
ゴ
ル
フ
場
で

　
の
プ
レ
イ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

　
き
ま
す
。（
有
料
）

○
ゴ
ル
フ
場
施
設
を
活
用
し
、
ハ

　
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
音

　
楽
会
等
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企

　
画
、
実
施
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
催
し
の
実
行
母
体
と

な
る
委
員
会
を
こ
の
た
び
立
ち
上

げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
委
員
の
メ
ン
バ
ー
は
、
各
ゴ
ル

フ
場
の
支
配
人
６
名
と
市
民
の
方

８
名
で
構
成
し
ま
す
。

　
実
行
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

▼
応
募
資
格
　
市
内
在
住
で
２０
歳

以
上
の
方

▼
募
集
人
員
　
８
名
（
男
女
問
わ

ず
）

▼
応
募
方
法
　
住
所
・
氏
名
・
性

別
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ

ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
応
募
期
間
　
５
月
１
日
火
か
ら

同
月
２１
日
月

▼
応
募
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
　

〒
６
７
５
―
１
３
８
０
　
小
野
市

王
子
町
８
０
６
の
１
　
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
へ
。

・
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
 
１
０
４
７
）

・
Ｅ
メ
ー
ル
（
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
）

　
詳
細
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
　
　
１
０
１
３
）
へ
。

４

　
昨
年
６
月
に
発
足
し
た
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
研
究
グ
ル
ー
プ
」（
リ
ー
ダ
ー
・

山
田
三
千
代
）
と
「
ま
ち
づ
く
り
女
性
リ
ポ
ー
タ
ー
」
（
リ
ー
ダ
ー
・
岸
本

ひ
さ
代
）
が
、
平
成
１２
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
ま
と
め
た
中
間
報
告
を
市
長

へ
提
出
し
ま
し
た
。

「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
る
べ
き
姿
」
を
…

『
行
政
サ
ー
ビ
ス
研
究
グ
ル
ー
プ
』

『
ま
ち
づ
く
り
女
性
リ
ポ
ー
タ
ー
』

行
政
サ
ー
ビ
ス
研
究
グ
ル
ー
プ

わ
た
し
た
ち
の
手
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
女
性
リ
ポ
ー
タ
ー

ゴ
ル
フ
場
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

小
野
市
ゴ
ル
フ
場
施
設
市
民
利
用
事
業

　
　
　
　
　
実
行
委
員
会
の
委
員
を
募
集

中
間
報
告
ま
と
ま
る
！

中
間
報
告
ま
と
ま
る
！

平成１３年　広報「おの」５月号

ま
ち
づ
く
り
女
性
リ
ポ
ー
タ
ー

　
「
ま
ち
づ
く
り
女
性
リ
ポ
ー
タ

ー
」
は
、
女
性
の
視
点
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言
を
目
的

と
し
た
、
一
般
市
民
女
性
の
み
２２

名
の
グ
ル
ー
プ
で
、
現
在
は
、
環

境
問
題
、
子
育
て
・
教
育
問
題
、

小
野
市
を
楽
し
む
百
科
事
典
・
公

共
施
設
の
４
分
科
会
に
分
か
れ
て

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
環
境
問
題
に
つ
い
て

　
ご
み
の
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

▼
子
育
て
・
教
育
問
題

　
小
野
市
の
主
婦
が
楽
し
い
子
育

て
が
で
き
る
よ
う
に
手
助
け
す
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

▼
小
野
市
を
楽
し
む
百
科
事
典

　
市
内
で
楽
し
く
過
ご
し
た
り
、

郷
土
の
文
化
を
味
わ
う
場
所
を
ま

と
め
た
情
報
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま

す
。

▼
公
共
施
設

　
市
内
の
施
設
が
わ
か
り
や
す
く
、

利
用
し
や
す
い
「
Ｏ
Ｎ
Ｏ
ガ
イ
ド

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」
を
作
成
し
ま
す
。

　
毎
月
１
回
の
定
例
会
に
お
け
る

分
科
会
活
動
の
ほ
か
に
も
、
市
内

施
設
見
学
、
講
師
を
招
い
て
の
講

習
会
、
ま
た
他
市
へ
の
視
察
訪
問

を
行
う
な
ど
の
積
極
的
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
１３
年
度
に

は
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言
を
市

長
へ
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
こ
ん
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て

　
　
　
活
動
し
て
い
ま
す
…
】

（　）

（　）

○１
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○６３



土
地
区
画
整
理
事
業
の

　
　
事
業
計
画
（
変
更
）
の
縦
覧

前
売
券
好
評
発
売
中

　
大
島
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事

業
計
画
変
更
（
第
１
回
変
更
）
の

縦
覧
を
行
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

１．
区
画
整
理
事
業
の
名
称

　
大
島
土
地
区
画
整
理
事
業

２．
縦
覧
場
所

　
地
域
振
興
部
ま
ち
づ
く
り
課

３．
縦
覧
期
間

　
５
月
１５
日
火
か
ら
同
月
２８
日
月

ま
で

　
な
お
、
利
害
関
係
者
で
意
見
の

あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
翌

日
か
ら
２
週
間
以
内
に
県
知
事
に

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
詳
細
は
、
ま
ち
づ
く
り
課
（
　

　
１
８
８
４
）
へ
。

▼
日
時
　
６
月
２４
日
日

　
１４
時
か
ら
（
開
場
１３
時
３０
分
）

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
出
演
　
桂
三
枝
ほ
か
２
名

▼
前
売
券
　
一
般
１，
０
０
０
円

３
歳
以
上
中
学
生
以
下
５
０
０
円

（
当
日
券
は
各
５
０
０
円
増
し
）

▼
前
売
券
　
好
評
発
売
中

▼
前
売
券
発
売
所
　
市
民
会
館
、

河
合
会
館
、
来
住
会
館
、
市
場
会

館
、
広
渡
会
館
、
下
東
条
コ
ミ
セ

ン
、
総
合
体
育
館
、
好
古
館
、
図

書
館
、
匠
台
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

５

あなたも参加してみませんか

第１５回市民大学（　　 　  ）
前売券は５月２日（水）から発売！

桂　三枝さん

前
売
券
好
評
発
売
中

第１回 ７月１日（日）１４時から

◆テーマ　「自分らしく生きるために
　　　　　　　　　　　　　～転機を活かす～」

◆講　師

　　吉永みち子さん（作家）

◆プロフィール
　１９５０年、埼玉県川口市生まれ。
東京外国語大学インドネシア学科
卒業。競馬専門紙「勝馬」の記者
を経て、夕刊紙「日刊ゲンダイ」
の記者。７８年退社。５年間の専業主婦の後仕事に復帰。
以来フリー。８３年ＪＲＡ機関紙「優駿」の「優駿エッ
セイ賞」受賞。８５年、「気がつけば騎手の女房」で大
宅壮一ノンフィクション賞受賞。政府税制調査会・新
ふるさとづくり懇談会等の委員。
著書　「母と娘の４０年戦争」「麻婆豆腐の女房」
　　　「性同一性障害」「旅路の果ての名馬たち」
　　　「子供を蝕む家族病」他多数。

第２回 ７月８日（日）１４時から

◆テーマ　「私の役者人生
　　　　　　～アイディアとエネルギーの秘密～」

◆講　師

　　津 川 雅 彦 さん（俳優）

◆プロフィール
　１９４０年　京都市生まれ。
父は往年の日活スター沢村国太郎、
母は女優のマキノ智子、兄は俳優の
長門裕之、母方の祖父は日本映画の
父といわれる牧野省三というカツドウ屋一家に育つ。
５６年早稲田大学付属高等学院在学中に日活「狂った果
実」でデビュー。一躍青春スターとなる。その後二枚
目を卒業。７５年女優の朝丘雪路と結婚。近年では、「マル
サの女」「スーパーの女」などの伊丹十三監督作品に数
多く出演。渋い中年役や悪役でも存在感を出している。
娘の誕生を機に、木のおもちゃを扱うおもちゃ屋を設立。
今や１９店舗を展開する実業家の一面もある。

平成１３年　広報「おの」５月号

（　）

（　）

（　）

　前売券発売開始日／５月２日（水）

　前 売 券／２回通し券１，５００円、１回券１，０００円（当日券は各５００円増し）

　前 売 券 発 売 所／市民会館、河合会館、来住会館、市場会館、広渡会館、下東条コミセン、

　　　　　　　　　　総合体育館、好古館、図書館、匠台テクノプラザ

　問 い 合 わ せ／市民会館

　　７月１日（日）
　　７月８日（日）

・市民会館大ホール
○１
○２

○６３



◎
共
同
分
譲
期
間

　
５
月
１２
日
土
か
ら
１１
月
１１
日
日

◎
販
売
会

　
５
月
１２
日
土
か
ら
同
月
２０
日
日

　
（
９
日
間
）

◎
募
集
区
画
数
　
２０
区
画

　
停
止
条
件
付
宅
地
　
１８
区
画

　
建
売
　
２
区
画

◎
場
所

　
ア
メ
ニ
テ
ィ
く
ろ
か
わ

◎
分
譲
申
込
要
件

　
分
譲
申
込
者
は
、
次
の
す
べ
て

の
要
件
を
備
え
て
い
る
方
に
限
り

ま
す
。

・
日
本
国
籍
を
有
す
る
方
、
ま
た

　
は
日
本
に
永
住
資
格
の
あ
る
外

　
国
人
の
方

・
分
譲
代
金
の
支
払
い
が
確
実
な

　
方

・
譲
渡
契
約
締
結
後
、
３
ヶ
月
以

　
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住

　
宅
建
設
に
着
工
す
る
こ
と
が
で

　
き
る
方

◎
申
込
方
法

　
次
の
場
所
で
申
込
み
を
受
付
し

　
ま
す
。

販
売
会
の
期
間
中
（
公
募
）

▼
場
所
　
小
野
市
黒
川
町

　
　
　
　
ア
メ
ニ
テ
ィ
く
ろ
か
わ

　
　
　
　
分
譲
地
案
内
所
で
受
付

▼
受
付
時
間
　
１０
時
か
ら
１７
時

（
５
月
２０
日
は
１４
時
ま
で
）

▼
抽
選
会
　
５
月
２０
日
１５
時
か
ら

販
売
会
の
期
間
後
（
先
着
順
）

（
５
月
２１
日
以
降
で
土
曜
、
日
曜

・
祝
日
を
除
く
）

▼
場
所
　
小
野
市
王
子
町
８
０
６

　
　
　
　
の
１

　
　
　
　
小
野
市
土
地
開
発
公
社

　
　
　
　
（
小
野
市
役
所
内
）
で

　
　
　
　
受
付

▼
受
付
時
間
　
９
時
か
ら
１７
時

６平成１３年　広報「おの」５月号

　
小
野
市
民
病
院
整
形
外
科

で
は
、
平
成
１３
年
５
月
よ
り

毎
週
金
曜
日
の
１５
時
３０
分
か

ら
１６
時
３０
分
ま
で
の
１
時
間
、

ス
ポ
ー
ツ
外
来
診
察
を
開
始

し
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
障
害
で

お
悩
み
の
方
、
ぜ
ひ
、
受
診

さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

な
お
、
診
察
は
予
約
制
と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
診
察

を
ご
希
望
の
方
は
、
電
話
に

て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
　
　
２
０
２
０
整
形
外
科

　
外
来
ま
で
）

〜
第
２
期
共
同
分
譲
開
始
〜

分 譲 区 画 図

９

１

済

済済

済

済済済

済

済 済

済

済

済

済済 済 済 済 済

済 済 済

済済済

済

済

済

済

済

済

済

済

済済済済済

済 済 済 済 済 済

済済済済済済

１０

１１

１２

１９
２０

１３

１４

１５

１６

１７１８

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２

黒川

えんぴつ

公園

Ｎ

建売分譲区画

停止条件付分譲区画

済は分譲済み

都市計画道路（天神葉多線）

宅 地 分 譲 価 格 一 覧 表

２１，５４１

２０，７４８

１８，５８１

１８，５８１

１８，３７４

１８，５８２

１８，５８２

１８，５８１

２０，１２９

３３，１５７

２１，６２２

２０，２３８

２５，０６５

２１，０６７

１８，３４９

２１，４５４

２２，６１０

２４，０４４
１９，４１１
(４０，７３４)
１８，６６０
(３９，９００)

　１９６．６５

１９２．２４

１９２．２４

１９２．２４

１９２．２４

１９２．２５

１９２．２５

１９２．２４

１９２．２４

３１０．３０

１９８．３６

１９８．３７

２０８．３９

１９０．４６

１８０．８０

１８０．７９

２０５．４０

２０５．４０

１７４．６４

１７４．６３

１５６１

１５９９

１５９８

１５９７

１５９６

１５９５

１５９４

１５９３

１５９２

１６０９

１６１１

１６１３

１６１４

１６１５

１６１６

１６１７

１６４６

１６４８

１６４９

１６５０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

（　　　）は建物代金込の金額〈税別〉

停止条件付宅地分譲

種　　　類 画地番号 地　　番 面　　積 価　　格

建 物 付 宅 地 分 譲

単位：千円

八 坂 成 曉

内科医員
や さか しげ あき

柏 野 奈 奈

内科医員
かし の な な

こ
ん
に
ち
は

　
着
任
医
で
す

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

ス
ポ
ー
ツ
外
来
が

　
　
　
始
ま
り
ま
す

市
民
病
院
か
ら

市
民
病
院
か
ら

市
民
病
院
か
ら

（　）

（　）

（　）

（　）

○６３



　
補
助
金
交
付
の
目
的
は

　
市
で
は
、
人
口
の
増
加
や
生
活

様
式
の
多
様
化
に
伴
い
、
各
家
庭

か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
量
が

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
生

ご
み
を
含
む
可
燃
ご
み
は
平
成
元

年
度
は
年
間
９，
５
３
８
ト
ン
で

あ
っ
た
の
が
平
成
１１
年
度
で
は

１
３
，
１
４
１
ト
ン
と
な
り
約
１

．
３８
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。
肥
料

等
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能
な
生

ご
み
の
減
量
化
を
推
進
す
る
た
め

に
引
き
続
き
、
平
成
１３
年
度
も

「
家
庭
用
生
ご
み
減
量
化
機
器
」

を
設
置
さ
れ
た
方
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

　
生
ご
み
減
量
化
機
器
と
は

（
別
表
参
照
）

　
生
ご
み
を
分
解
・
消
滅
し
堆
肥

化
を
行
う
容
器
、
ま
た
は
加
熱
乾

燥
に
よ
り
減
量
化
す
る
機
器
で
す
。

　
補
助
金
交
付
の
対
象
者
は

　
小
野
市
民
で
、
購
入
し
た
機
器

を
市
内
に
設
置
し
使
用
す
る
人

（
世
帯
）
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
補
助
金
の
額
は

　
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　
そ
　
の
　
他

　
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
お
よ
び
生
ご

み
処
理
容
器
の
補
助
金
申
請
書
に

は
、
領
収
書
（
原
本
）
の
添
付
が

必
要
で
す
。
生
ご
み
処
理
機
の
補

助
金
交
付
申
請
書
に
は
、
機
器
の

保
証
書
の
写
と
カ
タ
ロ
グ
、
領
収

書
（
原
本
）
の
添
付
が
必
要
で
す
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
市
民
福
祉
部
生
活
環
境
課

　
　
　
　
　
　
環
境
業
務
係
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家
庭
用
生
ご
み
減
量
化
処
理
機
器

　
　
　
　
　
　
　
　
設
置
補
助
金
交
付

〜
総
勢
１
６
５
名
を
異
動
〜

機　　器　　説　　明

土に埋め込み、生ごみを堆肥化する容器。

屋内で使用できる容器で、微生物の投入により生ごみの

醗酵を促進し、堆肥化する容器。

電動により生ごみをかきまぜ、微生物を投入し、醗酵促進

を行い、堆肥化する機器。または、加熱、乾燥により減量

化する機器。ただし、ディスポーザー（粉砕機）は除く。

限　　度　　額　　等

購入価格の２分の１以内で、３，０００円が限度です。

（１０円未満は切捨て）

購入価格の２分の１以内で、５０，０００円が限度です。

（１００円未満は切捨て）

　 品 　 　 名 　

コ ン ポ ス ト 容 器

生 ご み 処 理 容 器

生 ご み 処 理 機

★別表　減量化機器の種類

（注１）コンポスト容器および生ごみ処理容器は、１世帯(同居

　　　世帯は１世帯と見做します)に、それぞれ１基分が補助

　　　対象になります。ただし、今年度までにそれぞれ２基分

　　　の補助金の交付を受けられた世帯は、補助金交付の対象

　　　外になります。

（注２）生ごみ処理機は、１世帯（同居世帯は１世帯と見做します）

　　　に１基分が補助対象になります。ただし、今年度まで１

　　　基分の補助金の交付を受けられた世帯は、補助金交付の

　　　対象外になります。

ご
み
の
減
量
化
の
推
進

よ
り
高
品
質
な

　
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

　
　
　

■
審

　

議

　

監
■

審
議
監
【
北
播
磨
県
民
局
企
画
管

理
部
参
事
】
小
前
裕
一
▼
兵
庫
県

議
会
事
務
局
総
務
課
長
【
審
議
監
】

高
橋
秀
忠

■
部
長
（
ラ
イ
ン
職
）■

消
防
長
兼
消
防
本
部
総
務
課
長

【
消
防
本
部
参
事
（
総
括
管
理
担

当
）】
山
本
修
▼
監
査
事
務
局
長

兼
公
平
委
員
会
事
務
局
長
【
総
務

部
参
事
（
企
画
開
発
・
企
画
調
整

担
当
）】
岸
本
邦
昭

■
参
事
（
ス
タ
ッ
フ
職
）
■

総
務
部
参
事
（
財
団
法
人
小
野
市

都
市
施
設
管
理
協
会
派
遣
）【
市

民
福
祉
部
参
事
（
環
境
政
策
担

当
）】
久
保
田
順
三
▼
市
民
福
祉

部
参
事
（
市
民
政
策
担
当
）【
市

民
福
祉
部
参
事
（
介
護
政
策
担

当
）】
末
瀬
美
實
▼
市
民
福
祉
部

参
事
（
福
祉
事
務
所
長
）【
監
査

事
務
局
長
兼
公
平
委
員
会
事
務
局

長
】
岩
本
英
樹
▼
市
民
福
祉
部
参

事
（
環
境
政
策
担
当
）【
市
民
福

祉
部
参
事
（
福
祉
事
務
所
長
・
企

画
調
整
担
当
）】
峯
山
幸
八
▼
市

民
福
祉
部
参
事
（
財
団
法
人
小
野

市
福
祉
公
社
派
遣
）【
地
域
振
興

部
参
事
（
産
業
振
興
担
当
）】
西

山
善
武
▼
地
域
振
興
部
参
事
（
ひ

ま
わ
り
の
丘
公
園
推
進
担
当
）
兼

建
築
・
住
宅
課
長
【
地
域
振
興
部

参
事
（
企
画
調
整
・
お
の
ラ
ン
ド

推
進
担
当
）】
榎
本
修
治
▼
水
道

部
参
事
（
温
泉
活
用
施
設
整
備
担

当
）【
水
道
部
参
事
（
企
画
調
整

担
当
）】
山
根
政
博

岸 本 邦 昭

監査事務局長兼
公平委員会事務局長

山 本 　 修

消　防　長

小 前 裕 一

審　議　監

市
の
人
事
異
動

　
市
で
は
、
４
月
１
日
付
で
総
勢
１
６
５
名
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
異
動
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
事
務
部
門
で
の
在
職
５
年

を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
、
長
期
に
在
職
す
る
職
員
を
中
心
と
し
た
異

動
を
行
い
、
組
織
の
活
性
化
と
職
員
の
資
質
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
、
よ
り
高
品
質
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
を
図

り
ま
す
。

　
ま
た
、
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
積
極
的
な
事
業
展
開
を
図
る
た
め
、

温
泉
活
用
施
設
整
備
担
当
、
市
場
地
区
開
発
推
進
担
当
を
配
置
す
る
と

と
も
に
、
環
境
行
政
を
強
化
す
る
た
め
、
課
長
級
の
担
当
者
と
環
境
美

化
推
進
員
を
配
置
し
、
組
織
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　
部
長
級
以
上
の
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。
【
　
】
内
は
旧
職
名

（１）

（２）（３）（４）（５）



　
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
監
視

の
た
め
、
加
古
川
、
東
条
川
、
万

勝
寺
川
な
ど
、
計
１０
河
川
、
１７
地

点
に
つ
い
て
年
４
回
水
質
測
定
を

行
い
ま
し
た
。

　
人
の
健
康
の
保
護
に
関
す
る
項

目
（
健
康
項
目
）
は
、
カ
ド
ミ
ウ

ム
、
全
シ
ア
ン
、
鉛
、
六
価
ク
ロ

ム
、
ヒ
素
、
総
水
銀
、
ア
ル
キ
ル

水
銀
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ

チ
レ
ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ

ン
、
硝
酸
性
窒
素
お
よ
び
亜
硝
酸

窒
素
、
フ
ッ
素
、
ホ
ウ
素
を
調
査

し
た
結
果
、
全
地
点
に
お
い
て
環

境
基
準
以
下
で
し
た
。

　
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
項

目
（
生
活
環
境
項
目
）
は
、
水
素

イ
オ
ン
濃
度
（
ｐ
Ｈ
）、
生
物
化

学
的
酸
素
要
求
量
（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
）、

化
学
的
酸
素
要
求
量
（
Ｃ
Ｏ
Ｄ
）、

溶
存
酸
素
（
Ｄ
Ｏ
）、
浮
遊
物
質

量
（
Ｓ
Ｓ
）、
大
腸
菌
群
数
を
調

査
し
た
結
果
、
ｐ
Ｈ
に
お
い
て
は
、

広
島
川
と
中
谷
川
で
高
い
値
で
し

た
。（
環
境
基
準
値
５．
８
〜
８

．
６
﹇
加
古
川
の
み
に
設
定
﹈

　
大
腸
菌
群
数
は
ほ
と
ん
ど
の
地

点
で
高
い
値
）
環
境
基
準
値

５
０
０
Ｍ
Ｐ
Ｎ
／
１
０
０
　
﹇
加

古
川
の
み
に
設
定
﹈
）
で
し
た
が
、

そ
の
他
の
測
定
項
目
に
つ
い
て
は
、

前
谷
川
（
工
事
の
影
響
）
の
Ｓ
Ｓ

を
除
い
て
、
特
に
高
い
値
は
測
定

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
河
川
の
汚
れ
を
測
る
代
表
的
指

標
で
あ
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ
に
つ
い
て
見
る

と
、
ほ
と
ん
ど
の
調
査
地
点
で
昨

年
よ
り
も
低
い
値
、
も
し
く
は
横

ば
い
の
傾
向
を
示
し
、
平
均
値
で

は
全
て
の
地
点
に
お
い
て
、
加
古

川
に
お
け
る
環
境
基
準
値
３
　
／

　
を
下
回
っ
て
お
り
、
全
体
的
に

き
れ
い
な
水
質
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
水
質
測
定
結
果
（
平
均
）
は
別

表
の
と
お
り
で
す
。
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－ＢＯＤ(生物化学的酸素要求量)－

　水中の有機物が微生物の働きによって分解されるときに

消費される酸素の量で、川の汚れを測る代表的な指標です。

※数値が大きい程、汚れていることを表します。魚が快適

に住める水質はＢＯＤ５　／　程度と言われています。

平均 最小～最大

７．５ ７．４～７．５

０．９ ０．２～１．８

２．０ ０．２～３．３

１０．６ ８．３～１３

４．９ ０．４～１７

４．８
×１０４

４．９×１０２～
１．７×１０５

下 河 原 橋

平均 最小～最大

８．３ ７．７～９．０

１．２ ０．３～１．９

２．１ ０．２～３．８

１１．８ １０～１５

１．６ ０．１～３．６

２．２
×１０４

７．９×１０２～
７．９×１０４

流　　　末

平均 最小～最大

８．１ ７．６～９．１

１．４ ０．６～２．０

４．３ ２．０～６．５

１３．０ １０～１５

４．４ ２．４～７．４

４．０
×１０３

１．１×１０３～
１．１×１０４

西　脇　橋

平均 最小～最大

７．９ ７．４～８．５

１．０ ０．５～１．５

３．８ ２．０～５．９

１１．１ ７．２～１４

４．０ ２．６～６．６

４．５
×１０４

７．９×１０３～
１．３×１０５

新　　　橋

平均 最小～最大

８．０ ７．５～８．６

１．２ ０．６～２．１

４．１ ２．８～５．７

１１．３ ９．０～１４

４．９ ３．５～８．６

１．３
×１０４

単位分　析　項　目

水 素 イ オ ン 濃 度

生物化学的酸素要求量

化学的酸素要求量

溶 存 酸 素 濃 度

浮 遊 物 質 量

大腸菌群数（最確法）

測　　定　　場　　所

１．７×１０４～
３．３×１０４

誉　田　橋

万　勝　寺　川万　願　寺　川東　　条　　川

平均 最小～最大

８．３ ７．８～９．２

１．４ ０．６～２．３

３．８ ２．６～５．３

１２．５ １１～１５

３．０ １．８～４．８

８．６
×１０３

１．４×１０３～
１．７×１０４

古　川　橋

平均 最小～最大

７．７ ７．２～８．１

１．２ ０．５～１．６

３．３ １．２～４．８

９．４ ６．６～１２

２．８ ２．０～４．６

１．０
×１０４

４．９×１０３～
１．７×１０４

大　門　橋

平均 最小～最大

８．１ ７．４～８．８

１．０ ０．６～１．５

２．９ １．２～４．４

１２．１ ９．４～１４

２．８ ２．０～４．６

６．４
×１０３

４．９×１０３～
７．９×１０３

粟　田　橋

平均 最小～最大

８．３ ７．４～８．９

１．０ ０．６～１．５

３．２ １．４～４．４

１１．５ １０～１３

４．３ １．６～７．５

２．１
×１０５

７．３×１０３～
７．９×１０５

万　歳　橋

平均 最小～最大

８．２ ７．２～８．９

１．０ ０．５～１．５

３．１ １．６～４．４

１１．５ １０～１４

３．７ ２．３～５．３

２．１
×１０４

単位

－

ＭＰＮ／１００

分　析　項　目

水 素 イ オ ン 濃 度

生物化学的酸素要求量

化学的酸素要求量

溶 存 酸 素 濃 度

浮 遊 物 質 量

大腸菌群数（最確法）

測　　定　　場　　所

（ｐＨ）

（ＢＯＤ）

（ＣＯＤ）

（ＤＯ）

（ＳＳ）

２．７×１０３～
４．９×１０４

樫　山　町

東　条　川加　　　　古　　　　川

別表 河川水質測定結果（平均）

市
内
の
河
川
は
全
体
的
に

　
　
　
　
き
れ
い
な
水
質
で
す

平
成
１２
年
度
公
共
用
水
域
水
質
測
定
結
果

／

／

／

／

－

ＭＰＮ／１００

（ｐＨ）

（ＢＯＤ）

（ＣＯＤ）

（ＤＯ）

（ＳＳ）

／

／

／

／



　
廃
棄
物
焼
却
施
設
か
ら
発
生
す

る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
大
き
な
社
会

問
題
と
な
り
、
平
成
９
年
１２
月
に

大
気
汚
染
防
止
法
、
廃
棄
物
処
理

法
が
改
正
さ
れ
、
施
設
の
処
理
能

力
等
に
よ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の

排
出
濃
度
基
準
が
定
め
ら
れ
ま
し

た
。

　
当
施
設
に
お
い
て
は
、
平
成
元

年
か
ら
稼
働
し
て
い
る
１
・
２
号

炉
に
つ
い
て
、
平
成
１４
年
１２
月
１

日
よ
り
適
用
さ
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
の
排
出
基
準
値
を
満
足
さ
せ

る
と
と
も
に
、
周
辺
環
境
の
保
全

を
目
的
と
し
て
平
成
１１
年
度
か
ら

２
ヶ
年
事
業
で
実
施
し
た
恒
久
対

策
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
排
ガ
ス
工
事
後
に
お
け
る
排
出

濃
度
測
定
結
果
は
別
表
の
と
お
り

で
す
。

　
市
内
に
お
け
る
大
気
中
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
濃
度
を
把
握
す
る
た

め
、
平
成
１２
年
８
月
お
よ
び
平
成

１３
年
２
月
に
、
大
池
総
合
体
育
館

と
小
野
東
小
学
校
の
２
ヶ
所
で
測

定
を
行
い
ま
し
た
。

　
調
査
結
果
は
、
環
境
基
準
（
０
・

６
ｐ
ｇ
‐
Ｔ
Ｅ
Ｑ
／

３

ｍ
）
の
約

５
分
の
１
か
ら
１３
分
の
１
の
数
値

で
あ
り
、
特
に
問
題
な
い
と
言
え

ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
別
表
の
と
お
り

で
す
。

　
小
野
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
隣

接
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
使

用
料
が
平
成
１３
年
４
月
１
日
よ
り

改
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
申
し
込
み
・
詳
細
に
つ
い
て
は
、

ス
ポ
ー
ツ
公
園（
　
　
７
６
５
０
）

ま
で
。

９ 平成１３年　広報「おの」５月号

施　設　名 使 用 対 象 者 使 用 料

一般（高校生以上） ５００円

小 ・ 中 学 生 ２５０円

テニスコート

（１面１時間）

焼却炉 排　出　基　準
改造後排出濃度
（測定年月日）

改造前排出濃度
（測定年月日）

０．１３ｎｇ－ＴＥＱ／ｍ３Ｎ
（平成１３年２月１５日）

現行暫定基準
８０ｎｇ－ＴＥＱ／ｍ３Ｎ以下

Ｈ．１４．１２．１より適用
される基準
５ｎｇ－ＴＥＱ／ｍ３Ｎ以下

７．８４ｎｇ－ＴＥＱ／ｍ３Ｎ
（平成１１年１１月２４日）

０．０２１ｎｇ－ＴＥＱ／ｍ３Ｎ
（平成１２年１１月９日）

１．２ｎｇ－ＴＥＱ／ｍ３Ｎ
（平成１０年１１月２７日）

０．０１４ｎｇ－ＴＥＱ／ｍ３Ｎ
（平成１２年１１月９日）

０．０４１ｎｇ－ＴＥＱ／ｍ３Ｎ
（平成１１年１１月２４日）

１号炉

２号炉

３号炉

別表

（単位：ｐｇ－ＴＥＱ／ｍ３）

※１ｎｇ（ナノグラム）＝１０億分の１ｇ（グラム）

※ただし、ナイター（５月～１１月）使用料は、３００円加算した金額

ダイオキシン類排出濃度測定結果表

平均 最小～最大

７．４ － ～ －

１．７ － ～ －

１．５ － ～ －

１０ － ～ －

２．２ － ～ －

１．７
×１０５

－ ～ －

船　木　町

平均 最小～最大

８．８ ８．３～９．３

２．３ ０．９～４．１

４．３ ２．８～５．８

１１．５ ８．８～１５

６．４ ０．８～１９

２．２
×１０５

４．９×１０３～
７．９×１０５

流　　　末

平均 最小～最大

８．２ ７．５～８．８

１．７ ０．８～３．１

６．１ ３．６～８．３

９．５ ６．８～１４

９１．８ ３．６～３２０

５．０
×１０４

単位分　析　項　目

水 素 イ オ ン 濃 度

生物化学的酸素要求量

化学的酸素要求量

溶 存 酸 素 濃 度

浮 遊 物 質 量

大腸菌群数（最確法）

測　　定　　場　　所

１．７×１０３～
１．７×１０５

流　　　末

船　木　川前　谷　川 広　島　川

平均 最小～最大

７．２ ７．０～７．４

０．６ ０．２～１．１

１．８ １．０～２．４

９．０ ５．５～１２

２．５ ０．４～６．０

２．１
×１０４

４．９×１０２～
４．９×１０４

小倉下井堰

平均 最小～最大

９．０ ８．５～９．７

２．１ １．６～２．８

５．１ ２．６～６．５

１１．３ ８．４～１５

３．６ ２．６～４．２

１．４
×１０４

４．９×１０２～
４．９×１０４

流　　　末

平均 最小～最大

７．２ ７．１～７．４

１．２ ０．５～１．８

２．８ １．８～４．４

８．０ ５．９～１０

２．８ １．０～４．６

２．９
×１０６

７．９×１０４～
７．９×１０６

流　　　末

平均 最小～最大

８．０ ７．５～８．６

１．２ ０．５～２．４

２．８ ０．４～３．８

１０．７ ９．２～１４

１．８ ０．８～３．８

４．１
×１０４

１．７×１０４～
４．９×１０４

流　　　末

平均 最小～最大

７．３ ７．０～７．６

０．９ ０．２～１．５

２．９ ０．６～６．１

１０．１ ７．４～１２

１．９ ０．４～３．６

１．７
×１０４

単位分　析　項　目

水 素 イ オ ン 濃 度

生物化学的酸素要求量

化学的酸素要求量

溶 存 酸 素 濃 度

浮 遊 物 質 量

大腸菌群数（最確法）

測　　定　　場　　所

１．１×１０３～
４．９×１０４

万 勝 寺 町

山　田　川中　谷　川大　島　川桜　谷　川万 勝 寺 川

（別表のつづき） 河川水質測定結果（平均）

小
野
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
排
ガ
ス
対
策
工
事
完
了

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
排
出
濃
度

　
　
　
　
　
　
大
幅
に
改
善
！

平成１３年２月８日

　　　～２月９日

平成１２年８月９日

　　��～８月１０日

調査日

測定場所

小野東小学校

大池総合体育館

０．１２

０．１３

０．０６４

０．０４６

別表

※　環境基準　０．６ｐｇ－ＴＥＱ／ｍ３

ダイオキシン類（コプラナＰＣＢ含む）
測定結果表　　　　　　　

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

環境への影響は

　　ほとんどなし

平成１２年度　環境大気中

　　ダイオキシン類調査結果

テニスコート

　　使用料半額に！

－

ＭＰＮ／１００

（ｐＨ）

（ＢＯＤ）

（ＣＯＤ）

（ＤＯ）

（ＳＳ）

／

／

／

／

－

ＭＰＮ／１００

（ｐＨ）

（ＢＯＤ）

（ＣＯＤ）

（ＤＯ）

（ＳＳ）

／

／

／

／

○６２



１０平成１３年　広報「おの」５月号

　
平
成
１３
年
度
小
野
市
消
防
大
会

を
４
月
８
日
、
市
役
所
東
駐
車
場

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、
消
防
職
・
団
員
と

消
防
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
て
繰

り
広
げ
る
小
野
市
消
防
の
総
決
起

大
会
で
、
日
頃
の
訓
練
等
の
成
果

を
披
露
し
、
消
防
技
術
、
防
火
意

識
の
高
揚
を
図
る
も
の
で
す
。

　
発
足
し
た
ば
か
り
の
女
性
消
防

団
員
お
よ
び
新
入
団
員
の
任
命
式
、

訓
練
礼
式
を
行
っ
た
後
、
分
列
行

進
を
展
開
し
、
市
長
の
観
閲
を
受

け
ま
し
た
。

　
分
列
行
進
終
了
後
、
一
部
の
式

典
と
し
て
、
消
防
功
労
者
に
対
し

表
彰
状
、
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
２
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
、
小
野
南
中
学
校
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
演
奏
、
粟
生
保

育
所
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
演
技
の
後
、

消
防
署
救
助
隊
に
よ
る
救
出
救
助

訓
練
を
実
施
し
、
最
後
は
消
防
団

員
に
よ
る
一
斉
放
水
で
同
大
会
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

消
防
技
術
・
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
に

消
防
技
術
・
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
に

消

防

大

会

　
播
磨
地
域
で
初
と
な
る
女
性
だ

け
の
消
防
団
「
小
野
市
消
防
団
女

性
分
団
」
の
結
団
式
を
３
月
２３
日
、

小
野
市
伝
統
産
業
会
館
で
行
い
ま

し
た
。

　
同
分
団
は
、
昨
年
１０
月
に
市
内

在
住
、
ま
た
は
市
内
在
勤
者
を
対

象
に
募
り
、
１８
歳
か
ら
４９
歳
ま
で

の
２４
人
が
応
募
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
市
民
救
命
士
の
講
習

を
受
け
て
、
市
民
に
対
す
る
心
肺

蘇
生
法
の
技
術
普
及
を
図
る
ほ
か
、

火
災
予
防
運
動
の
イ
ベ
ン
ト
参
加

や
高
齢
者
宅
の
防
火
診
断
、
防
火

広
報
活
動
な
ど
で
活
躍
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

し
ん
ぱ
い

そ
せ
い
ほ
う

播磨
地域
で初
！

女性
　消防団発足！
女性
　消防団発足！
女性
　消防団発足！

小野市消防団女性分団の皆さん

分
列
行
進

消
防
署
救
助
隊
に
よ
る
救
出

救
助
訓
練

小
野
南
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
の
演
奏

れ
あ
い ひ

ろ

ば

ふふ

れ
あ
い ひ

ろ

ばこのコーナーはみな　　さんと一緒につくる

ページです。いきい　　きと活動している人

や、暮らしの中で思　　ったことなどいっぱ

い教えてください。

お気軽に総務部市民サービス課まで。



先月広報クイズの答え　　３８５　　こだま　でした。たくさんのご応募ありがとうございました。

１１ 平成１３年　広報「おの」５月号

６ ７ ５ １ ３ ８ ０５０
円

小
野
市
王
子
町
８０６
―
１

小
野
市
役
所
内

広
報
ク
イ
ズ
係

今月の広報「小野」をよ～く読んで次の○の中にうめてください。

　 ５月１９日、市民会館で第１２回 短歌 上田○○○賞発表会を開催します。

　 もうすぐ始まります！  ○○○○ネット講習会。

◆応募方法　ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、今月号で

　興味のあった記事や感想などを記入のうえ右記まで送ってください。

　正解者の中から抽選で１０名様に粗品をさし上げます。

◆締 切 日　５月１８日（金）（当日消印有効）

　ミニカーとワンワンが、大好
きな、かな君は、おしゃべりが
得意！たくましく思いやりのあ
る子に育ってね。

（母　知子さん）

　 白井　哉多ちゃん
（天神町・１歳３ヶ月）

しら い かな た

　わが家のおてんば娘、琴音ち
ゃん。その元気と明るさを忘れず、
心のやさしい女の子に育ってほ
しいと願っています。

（母　智恵子さん）

　 有野　琴音ちゃん
（神明町・１歳２ヶ月）

あり の こと ね

　二人のお姉ちゃんに囲まれ、
少し甘えん坊の“魁”でも最近は
ちょっぴり男の子らしくなって
きたかな？お姉ちゃんたちとも
仲よく、たくましく育ってね　。

（母　典子さん）

　 竹内　　魁ちゃん
（育ヶ丘町・１歳３ヶ月）

たけうち かい

　大好きな、めいちゃん。たく
さんの“芽”を生き活き、大切
にはぐくんでいこうね。のんび
り、ゆったり見守ってるよ。

（母　千晴さん）

　 秋本　芽生ちゃん
（大島町・１歳１ヶ月）

あきもと め い

　
今
年
も
小
野
市
農
業
協
同
組
合

（
組
合
長
　
松
井
一
郎
）
か
ら
、

市
内
小
学
校
へ
入
学
す
る
新
１

年
生
に
「
は
し
箱
セ
ッ
ト
」
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
同
セ
ッ
ト
は
、
昭
和
５７
年
か

ら
米
の
消
費
拡
大
の
た
め
に
実
施

さ
れ
て
お
り
、
男
女
兼
用
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
で
、
フ
ォ
ー
ク
・
は

し
・
ス
プ
ー
ン
の
３
点
セ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

５
５
０
個
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

わが家の　アイドル

小学新一年生に

小野市農業協同組合

はし箱をプレゼント

れ
あ
い ひ

ろ

ば

ふふ

れ
あ
い ひ

ろ

ばこのコーナーはみな　　さんと一緒につくる

ページです。いきい　　きと活動している人

や、暮らしの中で思　　ったことなどいっぱ

い教えてください。

お気軽に総務部市民サービス課まで。

は
し
箱
セ
ッ
ト
を
寄
贈
す
る
同

組
合
の
松
井
組
合
長（
写
真
左
）

○１

○２

○１ ○２



１２平成１３年　広報「おの」５月号

　中央公民館では、本年度も６６サークル約１，０００名の
会員によって、美術・音楽・手芸・茶道・ボランティ
アなどの部門にわたる平素の学習活動の成果発表が行
う行われました。
　サークル相互および参加された市民の方とのふれあ
いを通して、さらに豊かな生涯活動の結果が得られる
ように、この活動の輪が確実に広がってきています。

　市内小田町と万勝寺町にまたがる自然を活用した公
園「こだまの森」の竣工式を３月２７日に行い、４月１
日にオープンしました。
　園内は約５０本のソメイヨシノを植えた約３，８００平
方メートルの「芝生広場」、アジサイやイロハモミジな
ど四季折々の花を楽しみながら散策できる「花の小道」、
小石を敷き詰めた道が足の裏を刺激する「健康の小道」
などで構成され、子どもが遊べるアスレチック遊具な
どもあります。
　竣工式では、こだまの森の名称を付けた小田町の服
部良子さん（社高校２年）に感謝状が贈られました。

　市役所前の整備工事が終わり、４月２日、テープカット
をして完成を祝いました。
　玄関入り口にはスロープとともに、北播の自治体では初
めてエスカレーターを設置しました。また、玄関前一帯を、
歩道と車道の段差をなくすなどバリアフリー化にしました。
　市役所正面の市民広場は芝生を張り、シンボルとなるケ
ヤキのツインツリーを植え、電飾を施し、市役所周辺の桜
のライトアップにあわせて点灯しています。

－ 第１６回 公民館まつり －

「こだまの森」オープン

市民の皆さんの憩いの場「市民広場」

完成を祝いテープカットを行う関係者ら

子どもたちに人気の大型複合遊具

人にやさしいまちづくり

市庁舎周辺整備事業が完成

展
示
会
場

芸
能
発
表



１３ 平成１３年　広報「おの」５月号

�　戦争で行けなかった修学旅行を実施したいと準備し
ていた来住小学校の卒業生たちが３月２６日、卒業５７
年にしてかなった修学旅行に出発しました。
　５７年遅れの修学旅行に参加したのは約２０人。一泊
２日の日程で伊勢神宮参拝と鳥羽へ行かれました。
　この修学旅行を計画したのは、前田一夫さんら９人
の有志で、すでに６０代後半になった皆さんが久しぶり
に童心にかえり、念願の修学旅行に楽しい思い出をつ
くりました。

来住小学校の卒業生

　桜の花が咲きほこる中、市内各小学校では、４月９日、
一斉に入学式が行われました。
　新１年生となる児童らが、真新しい制服に身を包んで、
お父さん、お母さんに連れられて入学式に出席する光景
が見受けられました。

　平成１２年度に小野市新殖産品認定式を
３月２６日、小野商工会館で開催しました。
　新殖産品の認定は、地場産業の技術を生
かし、新しい産業を興していこうと１９５５
年から始まり、今回は市内１２事業所から
２４点の申請があり最優秀、優秀合わせて
１０点を認定しました。
　また、同日、永寿企業ならびに優良従業
員表彰式もあわせて行いました。

市内小学校で入学式

新殖産品認定式

鴨池の桜

市
役
所
の
桜

小
野
小
学
校
に
て

みんな
ピカピ

カ！

市内の桜の名所
では、サクラが
今年も見事に咲
きほこり、花を
楽しむ皆さんで
にぎわいました。

河合中町老人クラブ

　河合中町老人クラブ（会長　池澤一祐・会員１１１名）
が４月１０日、市立ひまわり園を訪れ、ふれあい交流会
が開かれました。
　同交流会は、同老人クラブが１４年前から実施されて
おり、今年もグランドゴルフをしたり、花見を楽しん
だりと交流を深めました。



　
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
開
店
の
宣

伝
の
ふ
れ
こ
み
で
、
安
価
な
日
用

品
や
食
料
品
を
無
料
で
配
る
な
ど

し
て
民
家
な
ど
に
人
を
集
め
、
言

葉
巧
み
に
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て
、

一
種
の
催
眠
状
態
を
作
り
、
冷
静

な
判
断
を
狂
わ
せ
高
額
な
羽
毛
布

団
や
健
康
器
具
な
ど
を
売
り
つ
け

ま
す
。

　
　
　
　
　

　
こ
の
商
法
は
雰
囲
気
を
武
器
に

し
て
い
る
の
で
、
会
場
に
行
か
な

い
こ
と
が
い
ち
ば
ん
で
す
。
い
ま

ど
き
、
そ
ん
な
に
う
ま
い
話
は
あ

り
ま
せ
ん
。
万
が
一
だ
ま
さ
れ
て

も
、
契
約
日
か
ら
８
日
以
内
な
ら
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す

の
で
、
泣
き
寝
入
り
は
禁
物
で
す
。

　
職
場
等
へ
行
政
書
士
・
電
気
主

任
技
術
者
・
宅
地
建
物
取
引
主
任

な
ど
の
資
格
取
得
を
勧
め
る
電
話

が
か
か
っ
て
き
て
、
し
つ
こ
く
勧

誘
さ
れ
、
い
い
か
げ
ん
な
返
事
を

し
て
い
た
ら
後
日
書
類
が
届
き
、

申
し
込
み
を
取
り
消
そ
う
と
思
っ

て
も
応
じ
て
く
れ
な
い
な
ど
の
例

が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

　
国
家
資
格
と
い
う
も
の
は
、
厳

し
い
試
験
を
受
け
て
初
め
て
得
ら

れ
る
も
の
で
、
講
座
を
受
け
た
く

ら
い
で
簡
単
に
取
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
断
る
場
合
に
は
あ

い
ま
い
な
返
事
を
せ
ず
、
は
っ
き

り
と
「
お
断
り
し
ま
す
」
と
言
い

ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
電
話
勧
誘
も
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
の
で
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
は
使
い
ま
し
ょ

う
。

１４平成１３年　広報「おの」５月号

　
昨
年
度
は
、
８９
名
の
方
か
ら
保

険
金
の
請
求
が
あ
り
、
総
額

６，
６
９
５，
０
０
０
円
が
支
払

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
事
な
こ

と
で
す
が
、
現
実
に
は
痛
ま
し
い

交
通
事
故
が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
万
一
に
備
え
、
家
族
そ
ろ
っ
て

の
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
５
月
を
加
入
推
進
期
間
と
し
て
、

各
町
役
員
さ
ん
等
に
各
家
庭
を
訪

問
し
て
い
た
だ
き
、
加
入
の
推
進

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

他
の
期
間
は
、
生
活
環
境
課
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者
　
市
内
在
住
、
ま
た
は

市
内
へ
通
勤
・
通
学
の
方
。

▼
保
険
料
　
年
間
一
口
６
０
０
円
、

２
口
１，
２
０
０
円
ま
で
加
入
で

き
ま
す
。
途
中
加
入
は
月
割
１
口

に
つ
き
５０
円

▼
保
険
料
　
一
口
最
高
１
０
０
万

円▼
保
険
期
間
　
平
成
１３
年
６
月
１

日
（
加
入
日
）
か
ら
平
成
１４
年
５

月
３１
日
ま
で

▼
申
し
込
み
・
詳
細
　

　
　
　
市
民
福
祉
部
生
活
環
境
課

わ
ず
か
な
保
険
料
で
万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
る

市
民
交
通
傷
害
保
険
に

　
　
　
　
加
入
し
ま
し
ょ
う

わ
ず
か
な
保
険
料
で
万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
る

市
民
交
通
傷
害
保
険
に

　
　
　
　
加
入
し
ま
し
ょ
う

◎市内交通事故発生状況 （１月から３月までの累計）

区　　分

平成１３年

平成１２年

比 較 増 減

総数（件）

交通事故発生件数

４５１

人身事故（件）

８４

物損事故（件）

３６７

死者（人）

１

傷人（人）

１０４

３８６ ７４ ３１２ ２ １０２

－６５ －１０ －５５ ＋１ －２

苦
情
の
ト
ッ
プ
は

　
　
　
　
催
眠
商
法

困
っ
た
と
き
は

　
　
　
消
費
生
活
相
談
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

次
に
多
い
の
が

　
　
　
　
資
格
商
法

　
市
で
は
、
毎
週
水
曜
日
に
専
門
の
消
費
生
活
相
談
員
が
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
生
活
環
境
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
市
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
た
平
成
１２
年
度
の
消
費
生
活

相
談
件
数
は
、
１
１
８
件
で
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。
相
談
内
訳

は
別
表
の
と
お
り
で
、
そ
の
大
部
分
が
訪
問
販
売
、
電
話
勧
誘
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。
相
談
件
数
の
多
か
っ
た
悪
質
商
法
の
手
口
は
次

の
と
お
り
で
す
。

（別表）

年度別相談件数

平成１２年度消費生活相談内訳

販売方法（商品・サービス） 件　数
５２
２０
１０
４
３
２

２７

１１８

訪問販売（健康器具・工事・宝石等）
電話勧誘（資格講座・内職副業・相場等）
店舗購入（ビデオ・電話・なべ等）
通信販売（着物・エステ・化粧品）
マルチ・マルチまがい（内職副業）
ネガティブ・オプション（電話・本）
その他

合　　　　　　　　計

５０

０ １０

７０

９５

１１８

１１ １２

１００

１５０

年度

件数

くら
しのそ

うだん 箱

平
成
１２
年
度

　
消
費
生
活
相
談
ま
と
め
か
ら
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（参考）

（万円）
児童手当所得制限限度額表

　
今
日
、
農
業
を
と
り
ま
く
情
勢

は
、
国
際
化
に
よ
る
競
争
の
激
化
、

担
い
手
・
後
継
者
等
の
不
足
お
よ

び
そ
れ
に
伴
う
農
地
の
荒
廃
、
食

料
自
給
率
の
低
迷
、
転
作
率
の
上

昇
等
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
現
状
を
打
破
す
る
に

は
、
各
農
家
が
個
々
に
取
り
組
ん

で
い
く
だ
け
で
は
不
可
能
で
あ
り

各
農
家
が
協
力
し
あ
い
、
地
域
ぐ

る
み
で
の
取
り
組
み
（
＝
集
落
営

農
）
が
不
可
欠
で
す
。

　
そ
こ
で
、「
集
落
営
農
」
を
「
ハ

ー
ト
フ
ル
農
業
」
と
名
付
け
、
そ

れ
に
取
り
組
む
に
は
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
い
い
の
か
、
具
体
的
な
な

手
引
書
と
し
て
、「
ハ
ー
ト
フ
ル

農
業
の
処
方
箋
２１
」
と
題
し
た
冊

子
お
よ
び
そ
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
農

会
長
等
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
は
、「
集
落
営
農
」

へ
取
り
組
む
手
順
を
４
つ
の
ス
テ

ッ
プ
に
分
け
、
各
ス
テ
ッ
プ
ご
と

に
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
も
の

で
す
。

　
今
後
、
普
及
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
、

農
業
委
員
会
、
土
地
改
良
区
等
と

集
落
説
明
会
の
開
催
方
法
等
に
つ

い
て
協
議
し
、「
集
落
営
農
」
の

推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
「
集
落
営
農
」
を
推
進
し
て
い

く
た
め
に
は
、
各
農
家
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
、
ご
協
力
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

児童福祉サービス

～児童手当編～

農
業  

〜
２１
世
紀
を
む
か
え
て
〜

「ハートフル農業の処方箋２１」冊子、パンフレット

「れんげ」による集落営農も可能です。

「
集
落
営
農
」
の
推
進
に
向
け
て

『
ハ
ー
ト
フ
ル
農
業
の

　
　
　
　
処
方
箋
２１
』
が
完
成
！

扶養親族
等 の 数

０人

１人

２人

３人

４人

５人

３０１

３３９

３３７

４１５

４５３

４９１

４６０

所 得 額 所 得 額

児童手当 特例給付

平成１３年度

４９８

５３６

５７４

６１２

６５０

問
１
　
ど
の
よ
う
な
場
合
に
受
け

ら
れ
る
の
で
す
か
。

答
　
児
童
手
当
は
、
次
の
３
つ
の

要
件
に
あ
て
は
ま
る
場
合
に
受
け

ら
れ
ま
す
。

　
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を
養

　
育
し
て
い
る
こ
と
。

　
養
育
者
の
所
得
が
一
定
額
未
満

　
で
あ
る
こ
と
。

　
　
お
よ
び
　
の
要
件
を
満
た
し

　
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
市
長
の

　
認
定
を
受
け
る
こ
と
。

問
２
　
児
童
手
当
の
月
額
と
支
払

方
法
は

答
　
第
一
子
・
第
二
子
は
月
額
５

千
円
、
第
三
子
以
降
は
月
額
１
万

円
と
な
り
ま
す
。
２
月
、
６
月
、

１０
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま

で
を
指
定
さ
れ
た
口
座
に
振
り
込

み
ま
す
。

問
３
　
児
童
手
当
の
申
請
方
法
は

答
　
福
祉
課
児
童
係
で
受
付
し
て

い
ま
す
。
印
鑑
と
申
請
者
（
主
に

父
親
）
名
義
の
郵
便
局
以
外
の
口

座
番
号
の
わ
か
る
も
の
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
場
合
に
よ
り
ま
し
て

は
、
申
請
後
に
年
金
加
入
証
明
書

や
所
得
証
明
書
の
提
出
を
お
願
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
４
　
所
得
制
限
限
度
額
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

答
　
６
月
か
ら
限
度
額
が
大
幅
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。
限

度
額
表
は
、
２
種
類
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
加
入
者
ま
た
は
、
年
金

未
加
入
者
は
、
別
表
限
度
額
表
の

「
児
童
手
当
」
の
所
得
額
、
厚
生

年
金
等
の
加
入
者
は
、
「
特
例
給

付
」
の
所
得
額
が
限
度
額
と
な
り

ま
す
。

　
な
お
、
所
得
額
は
、
給
与
所
得

控
除
後
の
金
額
か
ら
社
会
保
険
料

等
控
除
額
（
８
万
円
）
お
よ
び
医

療
費
控
除
額
等
を
差
し
引
い
た
も

の
で
す
。

問
５
　
児
童
手
当
は
、
子
ど
も
が

生
ま
れ
た
月
分
か
ら
受
け
ら
れ
る

の
で
す
か

答
　
い
い
え
。
原
則
と
し
て
児
童

手
当
を
申
請
し
た
月
の
翌
月
分
か

ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。
で
す
か

ら
、
う
っ
か
り
申
請
す
る
の
を
忘

れ
て
い
た
と
い
う
場
合
に
は
、
手

続
き
が
遅
れ
た
分
、
受
け
ら
れ
る

手
当
て
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
平
成
１３
年
度
の
限
度
額
は
、
５

月
に
申
請
い
た
だ
い
た
分
か
ら
の

適
用
と
な
り
ま
す
。
今
ま
で
所
得

オ
ー
バ
ー
に
よ
り
受
給
で
き
な
か

っ
た
方
で
、
今
回
該
当
さ
れ
る
と

思
わ
れ
る
場
合
は
、
で
き
る
だ
け

５
月
中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
児
童
係

○２

○１８

○２○３
○１

○１

○２



◎
届
け
出
の
し
か
た

　
７０
歳
の
誕
生
日
の
月
末
に
保
険

証
と
印
鑑
を
持
っ
て
市
の
窓
口
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
（
対
象
の
方

に
は
ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
し
て
い
ま

す
）。

◎
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

　
医
療
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険

証
や
社
会
保
険
証
）、
医
療
受
給

証
、
健
康
手
帳
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う

　
　
費
用
負
担
（
一
部
負
担
金
）

　
原
則
か
か
っ
た
費
用
に
応
じ
た

定
率
１
割
負
担
（
上
限
付
）
（
別

表
参
照
）
ま
た
、
補
装
具
代
等
は

あ
と
で
費
用
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
老
人
保
健
制
度
の
も
と
で
安
心

し
て
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
多
く
の
人
々
の

協
力
が
あ
る
か
ら
で
す
。
医
療
費

を
ム
ダ
使
い
す
る
と
、
こ
れ
ら
の

人
々
の
負
担
が
増
す
ば
か
り
か
、

結
局
自
分
自
身
の
負
担
と
な
っ
て

返
っ
て
く
る
の
で
す
。
普
段
か
ら

健
康
づ
く
り
や
上
手
な
受
診
を
心

が
け
医
療
費
を
有
効
に
使
う
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

１６平成１３年　広報「おの」５月号

　
７０
歳
以
上
（
寝
た
き
り
等
の
場
合
は
６５
歳
以
上
）
に
な
る
と
「
老
人
保

健
」
と
い
う
制
度
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

お
年
寄
り
が
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
の
費
用
の
負
担
を
軽
く
し
て

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　
た
だ
し
、
今
ま
で
加
入
し
て
い
た
医
療
保
険
を
抜
け
る
わ
け
で
は
な
く
、

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
場
合
に
つ
き
老
人
保
健
で
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

７０
歳
に
な
っ
た
ら

老
人
保
健
制
度

平成７年度

１人当たり

平均受給者数

平成８年度 平成９年度 平成１０年度 平成１１年度

７３４，５６８円 ７５１，７３６円 ７６２，６６１円 ７９９，４０３円 ８００，０３８円

４，７５１人 ４，９８９人 ５，１８２人 ５，３３９人 ５，６２６人

（別表） 高齢者の自己負担額

小野市の１人当たり医療費の状況（老人保健）

（円）

８２０，０００

８００，０００

７８０，０００

７６０，０００

７４０，０００

７２０，０００

７００，０００

（人）

５．８００

５，６００

５，４００

５，２００

５，０００

４，８００

４，６００

４，４００

４，２００

平成７年度 平成８年度 平成９年度 平成１０年度 平成１１年度

１人当たり　　　　平均受給者数

外来のとき

訪問看護を受けたとき

医療費の１割
ただし、同一の医療機関での負担額が１カ月に

老人保健の訪問看護に要する費用の１割
　ただし、同一の訪問看護ステーションでの基本利用料が１

カ月に３，０００円に達したときは、その後の負担はありません。

入院のとき

医療費の１割
　ただし、同一の医療機関での負担額が１か月に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３７，２００円

に達したときは、その後の自己負担はありません。

　また、次の　および　の場合には、負担額が１か月にそ

れぞれ以下の額に達したときは、その後は自己負担はあり

ません。

　※市町村民税非課税の世帯に属する方等…２４，６００円

　　市町村民非課税の世帯に属する方等で、

　　老齢福祉年金を受給している方…………１５，０００円

※に該当する方は「入院時一部負担金限度額適用認定証」

が必要となりますので、申請してください。

に達したときは、その後の自己負担はありません。

医 療 機 関 で

院 外 処 方 せ ん を

交付されなかった方

医療機関で　３，０００円

　　　　　　５，０００円

医 療 機 関 で

院 外 処 方 せ ん を

交 付 さ れ た 方

医療機関で　１，５００円

　　薬局で　１，５００円

　　　　　　２，５００円

大病院（ベット数が２００

床以上ある病院）で受診

された方は

大病院（ベット数が２００

床以上ある病院）で受診

された方は

　定額制の診療所は１日につき８００円となり、１カ

　月４回まで。
　定額制の訪問看護ステーションは１日につき６００円

となり、１カ月５回まで。

暮
ら
し
の
情
報

市
役
所
の
電
話
番
号
は

　
　
　
　
１
０
０
０
で
す

○１ ○２ ○６３
○１

○２

○１
○２



　
老
齢
基
礎
年
金
は
６５
歳
か
ら
受

け
る
の
が
原
則
で
す
が
、
希
望
す

れ
ば
６０
歳
か
ら
６５
歳
ま
で
の
間
に

繰
り
上
げ
て
受
給
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
逆
に
６６
歳
か
ら
７０
歳
ま

で
の
間
に
繰
り
下
げ
て
受
け
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
繰
上
げ
を
す
れ

ば
減
額
さ
れ
、
繰
下
げ
を
す
れ
ば

増
額
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
繰
上
げ
・
繰
下

げ
の
請
求
時
の
満
年
齢
に
応
じ
た

率
で
増
減
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
１３
年
４
月
以
降
に
６０
歳

に
な
る
方
（
昭
和
１６
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
）
か
ら
月
単

位
で
増
減
率
を
算
出
す
る
こ
と
に

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
度
請
求
す
る
と
年
金
の
率
は

生
涯
変
わ
ら
ず
、
取
り
消
し
た
り
、

変
更
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
請
求
は
慎
重
に
行
い
ま
し
ょ

う
。

昭
和
１６
年
４
月
２
日
以
降

　
生
ま
れ
の
人
が
対
象
で
す
。

●
繰
上
げ
の
減
額
率
�

　
０
・
５
×
繰
り
上
げ
た
月
数

●
繰
下
げ
の
増
額
率

　
０
・
７
×
繰
り
下
げ
た
月
数

例
：
６０
歳
０
月
で
繰
上
げ
請
求
し

　
た
場
合
、
６５
歳
到
達
月
ま
で
に

　
６０
月
あ
り
ま
す
の
で
計
算
式
は

　
０
・
５
×
６０
月
と
な
り
、
減
額

　
率
は
３０
％
と
な
り
ま
す
。

　
小
野
市
国
民
健
康
保
険
で
診
察

を
受
け
ら
れ
た
主
な
疾
病
の
分
析

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
の
結
果
は
平
成
１２
年
５
月
診

察
分
に
つ
い
て
兵
庫
県
国
保
連
合

会
に
て
行
っ
た
統
計
を
基
に
し
て

い
ま
す
。

　
わ
が
国
の
疾
病
構
造
か
ら
み
る

と
死
亡
数
、
患
者
数
、
医
療
費
の

い
ず
れ
を
と
っ
て
も
、
悪
性
新
生

物
、
脳
血
管
疾
患
、
心
疾
患
等
の

生
活
習
慣
病
は
最
も
大
き
い
割
合

を
占
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
疾
病

は
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
今
後

益
々
増
加
し
て
い
く
も
の
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
市
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な

く
、
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
、
高

血
圧
性
疾
患
等
の
循
環
器
病
、
糖

尿
病
、
悪
性
新
生
物
等
の
い
わ
ゆ

る
「
生
活
習
慣
病
」
が
高
い
比
率

で
上
位
に
入
っ
て
い
ま
す
。

１７ 平成１３年　広報「おの」５月号

主要疾病

増
減
額
率
が
変
わ
り
ま
し
た

繰
上
げ
・
繰
下
げ
の

老
齢
基
礎
年
金

消
費
者
物
価
下
落

年
金
額
は
特
別
措
置
で
据
え
置
き
！

国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
疾
病
構
造

〜
生
活
習
慣
病
〜

平成１２年５月診療分

（受診率）（件数）

悪 性 新 生 物

主要疾病名

糖 尿 病
精 神 分 裂 症
神経症性障害
高 血 圧 疾 患
脳 血 管 疾 患
虚 血 性 疾 患
慢性肝炎・肝硬変
骨の密度等障害

３５２
総数・１２年

５６２
１２９
８１

１，７６９
５３８
５０５
８１

２７６

２０９
男
件　　　　　　　　数

３０１
７８
３６

７１０
２７８
２６５
４７
１４

１４３
女

２６１
５１
４５

１，０５９
２６０
２４０
３４

２６２

３９７
総数・１１年

５８０
１３４
６７

１，５７５
５６８
５２１
５６

２５０

２．２４

受　診　率
（％）

３．５７
０．８２
０．５１

１１．２４
３．４２
３．２１
０．５１
１．７５

総数・１２年 男 女 受診率

２０００
１８００
１６００
１４００
１２００
１０００
８００
６００
４００
２００
０

１２．００

１０．００

８．００

６．００

４．００

２．００

０．００悪性新生物 糖尿病 精神分裂症 精神症性障害 高血圧疾患 脳血管疾患 虚血性疾患 慢性肝炎・肝硬変 骨の密度等障害

　
国
民
年
金
は
、
高
齢
や
障
害
に

な
っ
て
働
け
な
く
な
っ
た
り
、
働

き
手
が
死
亡
し
た
と
き
に
、
経
済

的
な
柱
と
な
り
生
活
保
障
を
す
る

制
度
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
イ
ン
フ
レ
等
に
よ

っ
て
年
金
の
実
質
価
値
が
目
減
り

し
な
い
よ
う
、
５
年
ご
と
の
財
政

再
計
算
や
、
物
価
の
変
動
率
に
合

わ
せ
て
年
金
額
を
ス
ラ
イ
ド
す
る

完
全
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
を
と

っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
１２
年
平
均
の
全
国
消
費
者

物
価
指
数
が
、
前
年
に
比
べ
マ
イ

ナ
ス
０
・
７
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
、
平
成
１１
年
の
消
費

者
物
価
指
数
が
平
成
１０
年
に
比
べ

０
・
３
％
下
落
し
た
こ
と
に
よ
り
、

年
金
額
を
減
額
改
定
す
べ
き
と
こ

ろ
を
特
別
措
置
に
よ
り
据
え
置
か

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
１３
年
度
に
つ

い
て
は
平
成
１２
年
の
消
費
者
物
価

指
数
が
平
成
１１
年
に
比
べ
０
・
７

％
下
が
っ
た
こ
と
と
合
わ
せ
て
、

平
成
１０
年
か
ら
１
・
０
％
下
落
し

た
こ
と
に
よ
る
年
金
額
の
減
額
改

定
を
行
う
べ
き
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
、
現
在
の
社
会
情
勢
を

考
慮
し
、
特
別
措
置
を
講
じ
て
引

き
続
き
年
金
額
が
据
え
置
か
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
平
成

１３
年
４
月
以
降
も
年
金
額
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。

７０％

６０歳 ６１歳 ６２歳 ６３歳 ６４歳 ６５歳 ６６歳 ６７歳 ６８歳 ６９歳 ７０歳

７６％
８２％

８８％
９４％

１００％
１０８．４％

１１６．８％
１２５．２％

１３３．６％
１４２．０％★昭和１６年４月２日以降生まれの人が対象

６０歳 ６１歳 ６２歳 ６３歳 ６４歳 ６５歳 ６６歳 ６７歳 ６８歳 ６９歳

★昭和１６年４月２日以前生まれの人が対象

１４３％

５８％
６５％

７２％
８０％

８９％
１００％

１１２％
１２６％

１６４％

７０歳

１８８％



小野　
小学校 ６３－２７２５

電話番号実 施 時 期学校名

６月４日（月）～
　　６月９日（土）

河合　
小学校 ６６－２９１３

６月９日（土）～
　　６月１４日（木）

市場　
小学校 ６３－２７４５

６月１４日（木）～
　　６月１９日（火）

下東条
小学校 ６７－００３３

６月１８日（月）～
　　６月２３日（土）

小野東
小学校 ６３－３１９２

６月１９日（火）～
　　６月２４日（日）

大部　
小学校 ６３－２７５５

６月２２日（金）～
　　６月２７日（水）

来住　
小学校 ６３－２７３５

６月２９日（金）～
　　７月４日（水）

中番　
小学校 ６７－００４３

６月２９日（金）～
　　７月４日（水）

自然学校実施予定表

第６１回
国民体育大会
平成１８年

１８平成１３年　広報「おの」５月号

（
文
化
＆
ス
ポ
ー
ツ
）

　
手
話
を
学
び
、
障
害
の
あ
る
方

の
友
・
心
の
強
い
味
方
と
な
っ
て
、

人
間
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

充
実
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
期
間
　
５
月
２５
日
か
ら
１０
月
１９

日
の
毎
週
金
曜
日
　
１９
時
か
ら
２１

時
（
全
２０
回
）

▼
場
所
　
中
央
公
民
館

▼
対
象
　
手
話
に
関
心
の
あ
る
成

人
（
７
割
以
上
出
席
で
き
る
方
）

▼
定
員
　
２０
名

▼
受
講
料
　
無
料

▼
講
師
　
辻
井
秀
樹
氏
（
小
野
市

聴
覚
障
害
者
協
会
）

▼
申
し
込
み
方
法
　
５
月
１
日
火

か
ら
同
月
１５
日
火
所
定
の
申
し
込

み
用
紙
に
、
　
氏
名
　
〒
　
住
所

　
電
話
番
号
　
男
女
の
別
を
記
入
。

葉
書
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み

も
可
（
１５
日
必
着
）。
電
話
で
の

申
し
込
み
は
不
可
。
申
込
者
多
数

の
場
合
は
、
抽
選
で
決
定
。

▼
申
し
込
み
　
〒
６
７
５
―

１
３
８
０
　
小
野
市
王
子
町

８
０
６
―
１
小
野
市
中
央
公
民
館

初
級
手
話
講
座
係

Ｅ
メ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館

　
あ
な
た
も
、
藤
岡
幸
夫
指
揮
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
バ
ッ
ク
に
日
本

の
歌
を
歌
い
ま
せ
ん
か

▼
演
奏
会
日
程
　
１０
月
７
日
日

１４
時
か
ら

▼
曲
目
　
日
本
の
歌
メ
ド
レ
ー

▼
応
募
資
格
　
関
西
フ
ィ
ル
と
一

緒
に
歌
っ
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る

方
な
ら
ど
な
た
で
も
（
た
だ
し
、

中
学
生
以
上
）

▼
練
習
日
　
毎
月
第
２
・
４
金
曜

日
　
１９
時
か
ら
２１
時
（
６
月
８
日

か
ら
開
始
）

▼
練
習
会
場
　
中
央
公
民
館
ほ
か

▼
会
費
　
２，
０
０
０
円

▼
指
揮
者
　
岡
村
健
二
氏
（
小
野

高
校
教
諭
）

▼
申
し
込
み
　
練
習
日
に
会
場
で

申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
会
費
を
そ
え
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
会
館

▼
日
時
　
５
月
２６
日
土
・
２７
日
日

▼
場
所
　
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

▼
内
容
　
講
師
お
よ
び
会
員
（
６０

名
）の
陶
芸
作
品
お
よ
び「
コ
ス
モ

ス
の
里
」
の
皆
さ
ん
の
作
品
展
示
。

▼
入
場
料
　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館
、

ま
た
は
井
上
仁
志
（
　
　
０
８
６

６
）

　
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
を
夢
の
世
界

に
誘
う
作
品
３
つ
で
す
。

▼
日
時
　
６
月
８
日
金
　
１０
時
か

ら
（
開
場
９
時
３０
分
）

▼
演
目
　
や
さ
し
い
ラ
イ
オ
ン

　
　
　
　
小
さ
な
青
い
機
関
車

　
　
　
　
つ
の
ぶ
え
の
う
た

▼
出
演
　
劇
団
角
笛

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
前
売
券
　
８
０
０
円
（
３
歳
以

上
）（
当
日
券
は
１，
０
０
０
円
）

▼
前
売
券
　
好
評
発
売
中

▼
前
売
券
発
売
所
　
市
民
会
館

　
今
年
度
開
催
を
予
定
し
て
い
る

女
性
セ
ミ
ナ
ー
・
男
女
共
生
セ
ミ

ナ
ー
等
の
講
座
の
企
画
・
運
営
に

か
か
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
講
座
の
企
画
運
営
に
興

味
の
あ
る
成
人
の
方

▼
募
集
人
員
　
１０
名
程
度

▼
応
募
期
間
　
５
月
１
日
火
か
ら

同
月
１０
日
木
　

▼
第
1
回
企
画
委
員
会
　
５
月
１６

日
水
　

▼
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館

初
級
手
話
講
座

受
講
生
募
集

角
笛
シ
ル
エ
ッ
ト
劇
場

３０
周
年
記
念
展

中
央
公
民
館

　
登
録
サ
ー
ク
ル
「
陶
」

中
央
公
民
館
成
人
講
座

関
西
フ
ィ
ル
と

一
緒
に
歌
お
う
合
唱
団

団

員

募

集

市
民
会
館
・
中
央
公
民
館

昨年の「関西フィルと一緒に歌おう合唱団」から

つ
の
ぶ
え

企
画
委
員
募
集

自
然
学
校
の
指
導
補
助
員
・

　
　
　
　
　
救
急
員
の
募
集

　
兵
庫
県
国
体
準
備
局
よ
り
、
嬉

し
い
お
知
ら
せ
で
す
。「
全
国
各

地
よ
り
１
万
７，
０
０
０
通
の
応

募
が
あ
り
、
神
戸
市
の
約
２，
３

０
０
通
が
ト
ッ
プ
、
小
野
市
は
約

８
０
０
通
で
第
２
位
。
人
口
比
率

で
は
ダ
ン
ト
ツ
で
１
位
、
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

の
報
告
が
あ
り
、
小
野
市
へ
の
礼

状
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

市
民
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　
発
表
は
５
月
末
、
表
彰
は
８
月
、

期
待
で
き
そ
う
な
小
野
市
で
す
。

　
自
然
学
校
の
引
率
教
員
を
助
け

て
指
導
を
行
う
指
導
補
助
員
お
よ

び
救
急
処
置
の
で
き
る
救
急
員
を

募
集
し
ま
す
。

▼
資
格
　
指
導
補
助
員
は
、
学
生
等
。

救
急
員
は
、
看
護
婦
ま
た
は
養
護

教
諭
の
免
許
所
持
者
。

▼
申
し
込
み
・
詳
細
　
実
施
予
定

日
よ
り
１
カ
月
前
ま
で
に
各
小
学

校
へ
。

兵
庫
国
体
愛
称
・
標
語

　
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

〜
当
市
は
県
下
人
口
比
率
　
１
〜

Ｎｏ．

（　）

（　）

○１

○４

○５

○２

○３
（　）

（　）

（　）

○６３
（　）

（　）

（　）

（　）



　
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
に
、
こ

ど
も
放
送
局
を
放
映
し
て
い
ま
す
。

５
月
は
１２
日
「
将
棋
」、
２６
日
「
ス

ポ
ー
ツ
」
の
特
集
予
定
で
す
。

　
ど
う
ぞ
、
お
楽
し
み
に
。

▼
放
送
時
間
　
１０
時
３０
分
か
ら
１５

時
３０
分

▼
場
所
　
２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル

　
絵
本
や
物
語
な
ど
の
楽
し
い
お

話
を
し
ま
す
。
途
中
か
ら
は
入
れ

な
い
の
で
時
間
に
お
く
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
５
月
２６
日
土
（
小
学
低

学
年
ま
で
）
１４
時
か
ら
、（
小
学
高

学
年
以
上
）
１４
時
４０
分
か
ら
。

▼
場
所
　
図
書
館
　
和
室

　
５
月
９
日
水
か
ら
同
月
２２
日
火

ま
で
蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
し
ま

す
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
５
月
８
日
火
ま

で
貸
出
冊
数
（
２０
点
ま
で
）
と
貸

出
期
間
（
２９
日
間
）
を
変
更
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
休
館
中
の
本
の
返
却
は

正
面
玄
関
の
返
却
ポ
ス
ト
へ
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
月
は
「
鳥
の
お
話
」
を
展
示

し
ま
す
。

　
市
柔
道
協
会
で
は
、
昭
和
４２
年

以
来
３０
年
以
上
に
わ
た
り
、
　
元

気
の
あ
る
子
　
粘
り
強
い
子
　
礼

儀
正
し
い
子
　
考
え
工
夫
す
る
子

の
育
成
を
め
ざ
し
、
少
年
柔
道
家

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
興
味
あ
る
方
は
一
度
、
練
習
場

に
見
学
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
主
催
　
市
柔
道
協
会

▼
練
習
日
　
月
曜
・
木
曜
日
（
週

２
回
）
　
１８
時
か
ら
１９
時
４５
分

▼
練
習
場
所
　
小
野
中
学
校
柔
道

場▼
対
象
　
小
学
校
１
年
か
ら
６
年

生
の
男
女

▼
指
導
者
　
市
柔
道
協
会
高
段
者

▼
問
い
合
わ
せ
　
詳
細
に
つ
い
て

は
、
市
柔
道
協
会
理
事
長
・
千
葉

（
　
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
４
４
８
８
）ま
で
。

▼
開
催
期
間
　
６
月
２
日
か
ら
８

月
４
日
の
毎
週
土
曜
日
　
１９
時
か

ら
２１
時

▼
場
所
　
大
池
総
合
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

▼
主
催
　
市
テ
ニ
ス
協
会

▼
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
一

般
男
女
で
初
級
か
ら
中
級
者

▼
定
員
　
３０
名
程
度
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
８，
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
　
５
月
１０
日
か
ら
同

月
２５
日
ま
で
に
、
小
野
市
総
合
体

育
館
（
ア
ル
ゴ
）
へ
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
協
会
役
員
小
林

（
　
　
３
５
１
３
）
ま
で
。
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お
　
話
　
会

図

書

館

子
ど
も
放
送
局

特
別
整
理
期
間
の

　
　
　
お
知
ら
せ

少
年
柔
道
教
室

　
　
参
加
者
募
集

テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

　
　
参
加
者
募
集

今

月

の

本

一人ひとりの個性が光り輝く

大人社会にチャレンジ！ 市内中学校２年生

今年も「職場体験」「勤労生産活動」「文
化芸術活動」「ボランティア・福祉活動」
「地域・郷土芸能活動」「国際理解・情
報教育活動」など、多くの分野に中学
２年生がチャレンジします。地域の皆
さんの、温かいご支援・ご協力を賜り
ますよう、よろしくお願いします。

日程表

小野中学校
河合中学校

５月２８日（月）～
　　６月　１日（金）

小野南中学校
旭丘中学校

６月　４日（月）～
　　６月　８日（金）

エ
イ
ズ
の
基
本
、
第
２
弾
。

今
回
は
感
染
経
路
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

エイズの基本

～感染経路を知れば、ＡＩＤＳは予防できる！ ～

ＨＩＶは、どこからやってくるの？

（　）

（　）

（　）
（　）

○１

○６２

○１○２○３

○２

○３

○４

○６６

○２

Ｑ
１
　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル

ス
）
の
感
染
経
路
は
？

Ａ
、
そ
の
前
に
、
エ
イ
ズ
っ
て
こ

ん
な
イ
メ
ー
ジ
あ
り
ま
せ
ん
か
?
。

エ
イ
ズ
が
話
題
に
な
っ
た
の
は
、

１
９
８
０
年
代
、
こ
の
こ
ろ
は
病

気
の
原
因
も
分
か
ら
ず
治
療
法
も

分
か
ら
ず
と
に
か
く
「
死
に
至
る

病
」
と
い
う
こ
と
か
ら
「
恐
ろ
し

い
」「
怖
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
、

ま
た
、
男
性
同
性
愛
者
に
多
く
こ

の
病
気
が
見
ら
れ
た
た
め
、
そ
の

人
た
ち
の
病
気
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

や
、
風
俗
関
係
で
懸
念
さ
れ
た
た

め
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
治
療
方
法
の
進
歩
・

新
薬
の
開
発
に
よ
り
、
病
気
の
進

行
が
速
い
人
は
進
行
が
遅
い
人
に
、

進
行
が
遅
い
人
は
進
行
し
な
い
人

に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
エ
イ
ズ
の
感
染
経
路
は
、

　
性
的
接
触

　
血
液
に
よ
る
感
染

　
母
子
感
染

の
３
つ
で
す
。

そ
の
中
で
、
感
染
原
因
の
ト
ッ
プ

は
異
性
間
性
的
接
触
と
な
っ
て
お
り
、

年
代
層
も
特
に
若
年
層
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
今
や
、
セ
ッ
ク
ス

を
す
る
人
な
ら
誰
で
も
感
染
の
可

能
性
が
あ
る
病
気
と
い
え
ま
す
。

Ｑ
２
　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
す
る
と
す

ぐ
に
エ
イ
ズ
を
発
症
す
る
の
で
す

か
？

Ａ
、
エ
イ
ズ
発
症
ま
で
数
年
か
ら

１０
年
ぐ
ら
い
の
期
間
が
あ
り
ま
す
。

（
個
人
差
が
あ
り
ま
す
）
感
染
し

て
い
る
場
合
、
症
状
が
無
く
て
も

感
染
力
が
あ
る
の
で
、
自
分
が
感

染
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い

ま
ま
相
手
に
感
染
さ
せ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
３
　
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
付
け

れ
ば
い
い
の
で
す
か
？

Ａ
、
感
染
経
路
が
性
的
接
触
・
血

液
に
よ
る
感
染
・
母
子
感
染
で
あ

る
こ
と
か
ら
次
の
こ
と
に
は
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

○
性
行
為
に
は
コ
ン
ド
ー
ム
を
使

　
用
す
る
。

○
カ
ミ
ソ
リ
や
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
血

　
液
の
つ
き
や
す
い
も
の
は
共
用

　
し
な
い
。

エ
イ
ズ
問
題
を
理
解
す
る
基
本
は
、

正
し
い
知
識
を
知
る
こ
と
か
ら
。

恐
い
の
は
、
エ
イ
ズ
を
知
ら
な
い

こ
と
で
す
。

小
野
市
エ
イ
ズ
教
育
（
性
教
育
）
　

　
　
　
　
　
　
推
進
・
実
行
委
員
会
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（
お
知
ら
せ
＆
募
集
）

　
市
観
光
協
会
さ
つ
き
部
員
の
皆

さ
ん
が
丹
精
込
め
て
育
て
あ
げ
、

兵
庫
県
知
事
賞
や
小
野
市
長
賞
な

ど
に
選
ば
れ
た
さ
つ
き
を
展
示
し

ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
６
月
１
日
金
か
ら
同
月

３
日
日
　
９
時
か
ら
１７
時
（
３
日

は
１６
時
ま
で
）

▼
表
彰
式
　
６
月
３
日
日
　
１６
時

か
ら

▼
場
所
　
小
野
市
伝
統
産
業
会
館

大
研
修
室

▼
主
催
　
市
観
光
協
会
（
事
務
局

　
地
域
振
興
部
商
工
観
光
課
内
）

　
市
民
福
祉
部
で
は
、
よ
り
充
実

し
た
福
祉
の
推
進
を
図
る
た
め
、

福
祉
基
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
１２
年
４
月
か
ら
平
成
１３
年

３
月
に
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

▼
中
村
か
お
る
（
下
来
住
町
）
▼

み
な
と
銀
行
▼
小
野
市
２１
世
紀
記

念
事
業
実
行
委
員
会
▼
匿
名
（
１

名
）

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
就
学
さ

せ
る
こ
と
が
困
難
な
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
に
、
就
学
経
費
の
一
部

を
援
助
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
方
。
市
民
税
が
非
課
税
の
方

ま
た
は
市
税
な
ど
減
免
の
扱
い
を

受
け
て
い
る
方
。
特
別
な
事
情
が

あ
る
方
な
ど
。

▼
一
部
負
担
の
内
容
　
学
用
品
や

通
学
用
品
費
、
学
校
給
食
費
、
修

学
旅
行
費
な
ど
。

▼
申
し
込
み
・
詳
細
　
各
学
校
、

ま
た
は
学
校
教
育
課
へ
。

▼
日
時
　
５
月
２６
日
土
か
ら
同
月

２８
日
月
　
１０
時
か
ら
１９
時
（
２８
日

は
１８
時
ま
で
）

▼
場
所
　
小
野
商
工
会
館
４
階
大

会
議
室
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
有
り
）

▼
内
容
　
◎
ピ
カ
ソ
・
シ
ャ
ガ
ー

ル
等
の
巨
匠
版
画
展
（
常
設

１
５
０
点
）

◎
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
デ
ル
カ
ー
ク

画
伯
来
日
　
サ
イ
ン
会

◎
コ
ス
モ
ス
の
里
の
仲
間
作
業
お

よ
び
活
動
の
紹
介

◎
手
芸
品
お
よ
び
手
作
り
ケ
ー

キ
等
販
売

▼
入
場
料
　
無
料

▼
主
催
　
コ
ス
モ
ス
の
里
、
重
度

障
害
者
の
地
域
を
支
え
る
会

▼
後
援
　
小
野
市
、市
教
育
委
員
会
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
、
社
小
野
・

加
東
青
年
会
議
所
、
小
野
ひ
ま
わ

り
会
、
神
戸
新
聞
社
、
Ａ
Ｍ
神
戸
、

サ
ン
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

　
社
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
お
よ

び
神
戸
地
方
法
務
局
社
支
局
で
は
、

憲
法
週
間
に
ち
な
ん
で
、
特
設
人

権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
５
月
１６
日
水
　
１０
時
か

ら
１５
時
ま
で

▼
場
所
　
小
野
市
中
央
公
民
館

３
０
２
号
室

▼
詳
細
　
神
戸
地
方
法
務
局
社
支

局
（
　
０
７
９
５
　
０
２
０
１
）

　
県
で
は
自
治
会
、
婦
人
会
、
老

人
会
、
子
ど
も
会
や
文
化
教
養
サ

ー
ク
ル
な
ど
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ

が
、
貸
し
切
り
バ
ス
を
利
用
し
て
、

指
定
の
県
立
施
設
な
ど
を
見
学
す

る
際
、
バ
ス
代
の
半
額
（
日
帰
り

５
万
円
、
１
泊
２
日
１０
万
円
が
上

限
）
を
助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

▼
対
象
　
６
月
１
日
金
か
ら
９
月

３０
日
日
に
実
施
さ
れ
る
見
学

▼
申
し
込
み
期
間
　
５
月
１
日
火

か
ら
同
月
１８
日
金
　

▼
問
い
合
わ
せ
　
北
播
磨
県
民
局

企
画
管
理
部
調
整
課
（
　
０
７
９

４
　
９
３
１
６
）
ま
で
。

▼
日
時
　
５
月
２５
日
金
　
１３
時
か

ら
１５
時
３０
分

▼
場
所
　
小
野
市
伝
統
産
業
会
館

（
小
野
市
役
所
隣
）
小
野
市
王
子

町
８
０
６
―
１

▼
対
象
　
平
成
１４
年
３
月
大
学
・

短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
卒
業
予

定
者
お
よ
び
既
卒
業
の
方

▼
問
い
合
わ
せ
　
西
脇
公
共
職
業

安
定
所
（
　
０
７
９
５
　
３
１
８
１
）

　
求
人
提
出
取
扱
説
明
会
（
平
成

１４
年
３
月
卒
業
中
学
、
高
校
、
大

学
等
募
集
用
）
を
開
催
し
ま
す
。

　
現
在
採
用
未
定
の
事
業
所
に
お

き
ま
し
て
も
、
参
加
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
　
５
月
３０
日
水
　
１３
時
３０

分
か
ら

▼
場
所
　
滝
野
町
文
化
会
館
１
階

大
ホ
ー
ル
（
加
東
郡
滝
野
町
下
滝

野
１
３
６
９
―
１
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
西
脇
公
共
職
業

安
定
所
　
学
卒
係
（
�
０
７
９
５

　
３
１
８
１
）

▼
日
時
　
５
月
２０
日
日
　
９
時
か

ら
１５
時

▼
場
所
　
青
野
原
駐
屯
地

▼
内
容
　
○
記
念
式
典
　
○
訓
練

展
示
　
○
装
備
品
展
示
な
ど
催
物

※
当
日
は
駐
屯
地
を
開
放
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
駐
屯
地
広
報
班

（
　
７
３
０
１
）

▼
日
時
　
５
月
２６
日
土
・
２７
日
日

　
１０
時
か
ら
１６
時
（
２７
日
は
１５
時

３０
分
ま
で
）

▼
場
所
　
加
古
川
刑
務
所
（
加
古

川
市
加
古
川
町
大
野
１
５
３
０
）

▼
内
容
　
　
刑
務
所
作
業
製
品
等

の
展
示
即
売
（
木
工
家
具
、
応
接

セ
ッ
ト
、
漆
器
、
花
台
、
紳
士
・

婦
人
靴
、
陶
器
、
野
菜
な
ど
）

　
協
賛
業
者
の
即
売

　
各
種
模
擬
店

　
シ
ル
バ
ー
ト
ー
ン
ズ
に
よ
る
生

バ
ン
ド
演
奏
、
和
太
鼓
演
奏

▼
問
い
合
わ
せ
　
加
古
川
刑
務
所

（
　
０
７
９
４
　
３
４
８
４
）

▼
開
催
月
　
６
月
開
催
　
計
１２
時

間
（
６
回
）

▼
内
容
　
複
式
簿
記
が
で
き
る
程

度▼
対
象
　
個
人
事
業
者

▼
場
所
　
社
納
税
協
会

▼
受
講
料
　
３，
０
０
０
円

▼
定
員
　
１０
名

▼
申
し
込
み
期
限
　
５
月
末
日

▼
問
い
合
わ
せ
　
社
納
税
協
会
（
　

０
７
９
５
　
０
３
６
０
）

第
３０
回

福
祉
基
金

あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
し
た

小
野
市
さ
つ
き
展

チ
ャ
リ
テ
ィ
企
画

「
現
在
国
際
巨
匠
絵
画
展
」

「
走
る
県
民
教
室
」

求
人
提
出
取
扱
説
明

会
を
開
催
し
ま
す

就
学
経
費
の

　
一
部
を
援
助
し
ま
す

特
設
人
権
相
談
所

　
　
　
開
設
し
ま
す

大
卒
等
求
人
企
業

　
合
同
面
接
会
開
催

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

「
青
野
祭
」
開
催

駐
屯
地
創
設
２５
周
年
記
念
行
事

簿

記

教

室

社
納
税
協
会
か
ら

加
古
川
ふ
れ
愛
展

（
刑
務
所
作
業
製
品
展
示
即
売
会
）

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

　
２１
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、
一
人

ひ
と
り
が
家
庭
の
あ
り
方
や
子
育

て
等
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
子
ど
も
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、

お
気
軽
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
兵
庫
県
中
央
こ

ど
も
セ
ン
タ
ー
（
　
０
７
８
―

９
２
６
―
９
９
６
６
）
ま
た
は
、

小
野
市
福
祉
事
務
所
ま
で
。

『
ど
の
子
に
も
　
夢
と
希
望
と
輝
く
笑
顔
』

５
月
５
日
（
こ
ど
も
の
日
）
か
ら

　
　
１
週
間
は
「
児
童
福
祉
週
間
」
で
す
。

（　）
（　）

（　）

（　）
（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

○４２

○４２

○２２

○２4

○４２

○６６

○２２

（　）

（　）２（　）３（　）４

（　）１



２１ 平成１３年　広報「おの」５月号

▼
募
集
人
員
　
若
干
名
（
高
校
生

以
上
の
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
方
）

▼
活
動
内
容
　
検
討
委
員
会
（
平

日
夜
数
回
開
催
）
へ
参
加
／
大
会

の
運
営
等

▼
申
し
込
み
期
限
　
５
月
１５
日
火

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
体
育
保
健
課

▼
期
間
　
平
成
１３
年
７
月
１
日
か

ら
平
成
１４
年
６
月
３０
日（
１
年
間
）

▼
応
募
資
格
　
小
野
市
在
住
で
加

古
川
付
近
に
住
む
２０
歳
以
上
の
方

▼
募
集
人
員
　
若
干
名

▼
謝
礼
　
４，
５
８
０
円
／
月

▼
締
切
日
　
５
月
末
日

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
国
土
交

通
省
小
野
出
張
所
（
　
　
２
７
９

２
）

※
な
お
、
応
募
要
項
は
同
出
張
所

に
置
い
て
い
ま
す
。

　
市
福
祉
公
社
で
は
、
３
級
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
を
取
得
で
き

る
養
成
研
修
を
開
催
し
ま
す
。
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
は
、
高
齢

者
等
の
生
活
を
支
援
す
る
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

　
あ
な
た
も
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

養
成
研
修
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
期
間
　
５
月
２６
日
土
か
ら
８
月

４
日
土
の
毎
週
土
曜
日
（
１１
日
間

修
了
式
を
含
む
）

▼
定
員
　
３０
名

▼
受
講
料
　
１
５，
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

▼
受
講
資
格

○
全
科
目
受
講
可
能
な
方

○
自
動
車
運
転
可
能
な
方

○
資
格
取
得
後
、
ヘ
ル
パ
ー
と
し

　
て
就
労
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方

○
介
護
に
興
味
の
あ
る
方

○
原
則
と
し
て
小
野
市
内
に
お
住

　
ま
い
の
方（
男
女
は
問
わ
な
い
）

○
受
講
希
望
者
が
多
い
場
合
は
、

　
先
着
順
に
な
り
ま
す
。

▼
受
付
　
５
月
１４
日
月
の
８
時
３０

分
か
ら
同
月
１８
日
金
の
１７
時
ま
で

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
）

▼
受
付
方
法
　
福
祉
公
社
指
定
の

申
し
込
み
用
紙
に
記
入
の
う
え
、

受
講
料
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
電
話
に
よ
る
受
付
申

し
込
み
は
出
来
ま
せ
ん
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
財
小
野
市
福
祉

公
社
（
　
　
２
８
６
０
）

募

　

集

市
民
水
泳
大
会

　
　
　
検
討
委
員

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

　
　
　
　
（
３
級
）
参
加
者

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

河
川
を
優
し
く

　
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
！

お気軽にご相談ください
市民相談　　生活上の問題

◇と　き　毎週月～金曜日　８時３０分～１７時
◇ところ　市役所市民サービス課

交通事故相談　　事故処理などに関する問題【予約制】
◇と　き　５月２４日（木）　１０時３０分～１６時
◇ところ　市役所市民サービス課

法律相談　　法律的解釈が必要な問題など【予約制】
◇と　き　５月  ９日（水）　１３時３０分～１６時
　　　　　５月２３日（水）　１３時３０分～１６時
◇ところ　市役所市民サービス課

人権行政相談　　人権や行政に関することなど
◇と　き　５月１６日（水）　１０時～１５時
◇ところ　中央公民館３０２号

消費生活相談　　商品や契約の苦情に関する問題
◇と　き　毎週木曜日　９時～１７時
◇ところ　市役所生活環境課

不登校児童生徒の悩み相談　　電話と面接相談で応じます
◇と　き　毎週月～金曜日　１３時～１７時
◇ところ　教育委員会適応教室

農地相談　　農地に関すること【予約制】
◇と　き　５月  ９日（水）　１０時～１５時
◇ところ　市役所第２庁舎会議室

児童相談　　家庭環境、子育ての悩みなど
◇と　き　毎週月～金曜日　１０時～１６時
◇ところ　福祉事務所面接室

母子家庭相談　　生活上の悩みなど
◇と　き　毎週火・金曜日　１０時～１６時
◇ところ　福祉事務所面接室

身体障害者相談　　日常生活での悩みごと
◇と　き　５月２０日（日）　１０時～１２時
◇ところ　中央公民館３０４号室

知的障害者相談　　知的障害、日常生活上の悩みなど
◇と　き　５月１７日（木）　１０時～１２時
◇ところ　老人福祉センター「みやま荘」

乳幼児育児不安の相談　　乳用児の子育ての悩みなど
◇と　き　毎週月～金曜日　１０時～１５時
◇ところ　来住保育所（子育てゆとり創造センター）　６２－８４２８

住宅改造相談（高齢者・障害者向）　住宅改造について【予約制】
◇と　き　毎週月～金曜日　８時３０分～１７時
◇ところ　福祉事務所面接室

ふれあい福祉相談　　福祉に関する悩みなど
◇と　き　毎週月～金曜日（火・木曜日は介護専門相談）１０時～１５時
◇ところ　老人福祉センター相談室　　６２－２５７４

生涯学習相談　　個々に応じた学習の場の提供
◇と　き　毎週火～日曜日　８時３０分～１７時（土曜日は１２時まで）
◇ところ　中央公民館事務所（学習情報センター）

子育て相談　　子育てに関すること
◇と　き　毎週火～土曜日　１３時～１５時（土曜日は１０時～１２時まで）
◇ところ　中央公民館３０１号（親子ふれあいセンター）　６２－７０２０

青少年の悩みの相談　　非行・いじめ・交友関係など
◇と　き　毎週月～金曜日　８時３０分～１７時（電話と面接相談）
◇ところ　教育委員会青少年補導センター　　６２－４１１０

（　）

○６３

（　）

（　）

（　）
（　）

（　）

（　）

　
県
で
は
、
第
７
期
「
こ
こ
ろ
豊

か
な
人
づ
く
り
５
０
０
人
委
員

会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
２

年
間
の
研
修
期
間
中
、
各
界
を
代

表
す
る
人
の
講
演
を
聞
い
た
り
、

体
験
学
習
な
ど
を
通
じ
て
感
性
を

磨
い
て
実
践
力
を
高
め
て
い
た
だ

き
、
県
民
運
動
の
担
い
手
と
な
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

て
い
ま
す
。

▼
募
集
人
員
　
北
播
磨
地
区
（
西
脇
、

三
木
、
小
野
、
加
西
、
美
嚢
、
加

東
、
多
可
）
で
４０
人

▼
募
集
期
限
　
５
月
２５
日
金
　

▼
応
募
資
格
　

　
兵
庫
県
在
住
、
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
方

　
概
ね
２０
歳
か
ら
６０
歳
ま
で
の
方

　
地
域
で
青
少
年
育
成
活
動
や
地

域
活
動
な
ど
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
動
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
そ
れ

ら
の
活
動
に
意
欲
を
持
つ
方

▼
決
定
通
知
　
書
類
選
考
に
よ
り

決
定
し
、
６
月
中
旬
に
通
知
し
ま

す
。

▼
委
員
の
役
割
　
研
修
後
に
は
、

こ
こ
ろ
豊
か
な
兵
庫
を
め
ざ
す
県

民
運
動
の
担
い
手
と
な
っ
て
自
主

的
に
地
域
で
の
実
践
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
北
播
磨
県
民
局

県
民
生
活
部
内
　
北
播
磨
青
少
年

本
部（
　
０
７
９
５
　
９
３
５
２
）

第
７
期
こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
人
委
員
会
委
員

○１○２○３

○４２

○６４



２２平成１３年　広報「おの」５月号

（
医
療
と
健
康
）

▼
対
象
者
　
平
成
１２
年
７
月
１
日

か
ら
平
成
１３
年
２
月
２８
日
生
ま
れ

の
乳
幼
児
、
ま
た
は
右
記
以
前
の

出
生
児
で
生
後
４８
カ
月
未
満
の
方

で
ま
だ
受
け
て
い
な
い
乳
幼
児

▼
日
程
・
受
付
時
間
・
場
所
　

別
表
の
と
お
り

▼
持
参
す
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
・
予
診
票

●
当
日
、
明
ら
か
に
発
熱
し
て
い

る
方
、
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い

る
方
は
、
接
種
日
を
延
期
し
て
く

だ
さ
い
。

●
混
雑
を
避
け
る
た
め
で
き
る
だ

け
対
象
地
区
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
地
区
の
日
に
都
合
の
悪
い

場
合
は
、
他
の
日
で
も
受
け
ら
れ

ま
す
。

●
車
で
お
越
し
の
方
は
、
必
ず
市

役
所
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
５
月
か
ら
、
離
乳
食
の
す

す
め
方
・
調
理
実
習
・
子
ど

も
の
発
達
と
関
り
方
の
講
話

を
ま
じ
え
た
育
児
教
室
「
離

乳
食
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

「
離
乳
食
が
な
か
な
か
進
ま

な
い
」「
メ
ニ
ュ
ー
が
広
が

ら
な
い
」
と
お
悩
み
の
方
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
受
講
料
　
無
料

▼
日
程
・
対
象
者
・
詳
細

広
報
の「
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」

（
左
記
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
現
在
の
医
療
は
、
患
者
さ
ん
の

立
場
に
た
つ
と
い
う
事
が
基
本
で

あ
り
、
患
者
さ
ん
が
自
己
判
断
で

き
る
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
こ
の

度
、
医
師
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

開
設
し
、
各
医
療
機
関
の
案
内
を

提
供
し
、
皆
さ
ん
の
健
康
を
考
え

て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

●
意
見
・
問
い
合
わ
せ

▼
日
時
　
６
月
６
日
水
　
１３
時
３０

分
か
ら

▼
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　「
育
児
の
工
夫
・
情
報

交
換．．．
あ
れ
こ
れ
」
「
親
子
遊

び
」
「
子
ど
も
用
品
リ
サ
イ
ク

ル
」
（
不
用
に
な
っ
た
育
児
用

品
）
を
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う
！

乳
幼
児
結
核
検
診

お
よ
び
　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

（
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
）

（別表）

※ツベルクリン反応検査の判定が陰性の方に、
　ＢＣＧ接種を行います。

　　　　　　　【受付時間】１３時３０分～１４時３０分

　　　　　　　　　　　　（番号札は１３時に出します）

　　　　　　　【場　　所】保健センター

地　区　別 結核検査（ツ反） 判定およびＢＣＧ接種

６月１３日（水）６月１５日（金）

６月２０日（水）６月２２日（金）

６月２７日（水）６月２９日（金）

市場・大部・福田

小　　　　　　野

河合・来住・下東条

予防接種の間隔は…

・生ワクチン……４週間以上あける→予防接種

　（ポリオ・麻しん・風しん・ＢＣＧ）など

・不活化ワクチン……１週間以上あける→予防接種

　（三種混合・日本脳炎など）

ツ

イ

ン

ズ

フ

ェ

ス

タ

〜
双
子
・
三
つ
子
の
親
子
の
交
流
会
〜

離
乳
食
教
室

は
じ
ま
り
ま
す

医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
開
　
　
設

▼
日
時
　
５
月
１３
日
日
　
１０
時
か

ら
１５
時

▼
場
所
　
兵
庫
県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー

▼
内
容
　
健
康
・
介
護
相
談

▼
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー
（
ナ
ー
ス
キ

ャ
ッ
プ
・
風
船
プ
レ
ゼ
ン
ト
・
写

真
撮
影
）

�
子
ど
も
の
鼓
笛
隊
・
和
太
鼓
　

等▼
主
催
　
兵
庫
県
看
護
協
会
北
播

支
部

▼
日
時
　
５
月
１８
日
金
　
１３
時
３０

分
か
ら
１５
時
３０
分

▼
場
所
　
小
野
市
民
病
院
１
階
ロ

ビ
ー

▼
内
容
　
○
介
護
教
室
「
安
全
な

車
い
す
の
介
助
方
法
等
」
○
飲
み

こ
み
の
悪
い
方
へ
の
食
事
の
工
夫

（
高
カ
ロ
リ
ー
栄
養
食
の
試
食
等
）

○
「
ア
ロ
マ
手
＆
足
つ
ぼ
マ
ッ

サ
ー
ジ
（
ア
ロ
マ
健
康
Ｔ
Ａ
Ｉ
）」

（
先
着
順
）
○
介
護
用
品
の
展
示

▼
対
象
者
　
一
般
市
民
の
方

▼
参
加
費
　
無
料

▼
主
催
　
地
域
看
護
研
究
会

５
１３

（日）

看
護
の
日
の
イ
ベ
ン
ト

５
１８

（金）

看

護

フ

ェ

ア

ー
▼
日
時
　
５
月
３０
日
水
　
以
降
奇

数
月
に
開
催
（
全
６
回
）
９
時
３０

分
か
ら
１２
時

▼
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
健
康
づ
く
り
の
講
話
や

調
理
実
習
（
調
理
実
習
は
毎
回
実

施
）

▼
対
象
　
６０
歳
以
上
の
男
性

▼
受
講
料
　
調
理
実
習
材
料
代

５
０
０
円
程
度

▼
問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

男
性
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

新
受
講
生
募
集

（　）

（　）

（　）（　）



２３ 平成１３年　広報「おの」５月号

健康カレンダー

保健センター
３９７７

　診療時間は、午後６時から午後９時です。

　当番医は変更することがありますので、消防テレホンサービス（　　７１１９）

　または、消防署（　　０１１９）で確認してください。

　診療時間は、午前９時から午後６時までです。

　当番医は変更することがありますので、当日の新聞で確認してください。

当 番 医

土 井 病 院

藤本内科医院

岡 村 医 院

ますむら医院

松 尾 内 科

小島クリニック

桂 医 院

松 尾 内 科

真 島 医 院

藤本内科医院

畑田内科医院

柏 木 医 院

坪 田 医 院

小島クリニック

田中内科医院

国立青野原病院

田 淵 医 院

坂 本 医 院

松本小児科医院

桂 医 院

伊 佐 治 医 院

小野寿仙医院

曽 野 医 院

赤 羽 目 医 院

依 藤 診 療 所

田 淵 医 院

月　日

５月１１日（金）

　　１２日（土）

　　１４日（月）

　　１５日（火）

　　１６日（水）

　　１７日（木）

　　１８日（金）

　　１９日（土）

　　２１日（月）

　　２２日（火）

　　２３日（水）

　　２４日（木）

　　２５日（金）

　　２６日（土）

　　２８日（月）

　　２９日（火）

　　３０日（水）

　　３１日（木）

６月 １日（金）

 ２日（土）

 ４日（月）

 ５日（火）

 ６日（水）

 ７日（木）

 ８日（金）

 ９日（土）

住　所

復 井 町

社 町 社

敷 地 町

滝野町上滝野

黒 川 町

王 子 町

社 町 大 門

黒 川 町

三 和 町

社 町 社

黒 川 町

船 木 町

西 本 町

王 子 町

新 部 町

南 青 野

滝野町新町

社町上中３丁目

社 町 社

社 町 大 門

神 明 町

復 井 町

社町東古瀬

滝野町北野

本 町

滝野町新町

電　話

　 ２ １ １ ９

０７９５　 ００２４

　 ４ ３ ０ ０

０７９５　 ０７０４

　 ０ ８ ８ ０

　 ２ ７ ２ ７

０７９５　 ０２５２

　 ０ ８ ８ ０

　 ２ ３ ３ ０

０７９５　 ００２４

　 ７ ５ ７ ５

　 ０ １ ９ ９

　 ２ ７ ５ ２

　 ２ ７ ２ ７

　 ３ ４ ５ ６

　 ２ ２ ３ ３

０７９５　 ０１６０

０７９５　 ６６６０

０７９５　 ５１０５

０７９５　 ０２５２

　 ７ ８ ８ ７

　 ２ ０ ２ ０

０７９５　 ６２９９

０７９５　 ５０５８

　 ０ ０ ２ ８

０７９５　 ０１６０

まつい子どもクリニック

公立社総合病院

田 淵 医 院

小野市民病院

小野市民病院

公立社総合病院

松本小児科医院

小野市民病院

坂 本 医 院

公立社総合病院

５月１３日（日）

　　２０日（日）

　　２７日（日）

６月 ３日（日）

　　１０日（日）

敷 地 町

社 町 家 原

滝野町新町

中 町

中 町

社 町 家 原

社 町 社

中 町

社町上中３丁目

社 町 家 原

　 ７ ３ ６ ６

０７９５　 ５５１１

０７９５　 ０１６０

　 ２ ０ ２ ０

　 ２ ０ ２ ０

０７９５　 ５５１１

０７９５　 ５１０５

　 ２ ０ ２ ０

０７９５　 ６６６０

０７９５　 ５５１１

内科系週日時間外救急医療診療（  　　　　）

休日当直医 （１０日までの分は前月号に掲載）

１０日までの分は
前月号に掲載

月　日 住　所 電　話当番医
上・内科医

下・外科医

◎各教室、健診にお越しの時は、母子手帳をご持参ください。

★母子手帳交付

◇平日８時３０分～１６時３０分　＝市保健センター
　窓口で随時行います。妊婦連絡票をご持参下さい。

★未来のパパママ教室

◇６月１日（出産予定日が１３年９月・１０月の方）
　９時３０分～１１時３０分　＝保健センター

★４か月児健康診査

◇５月２１日　１３年１月生まれの乳児
　受付時間　１３時～１４時３０分　＝保健センター

★離乳食教室

◇５月２４日　１２年１１月生まれの乳児の保護者
　９時３０分～１１時３０分（９時３０分までにお越しください）
　（エプロン・三角巾・取り皿・スプーンをご持参ください）
　＝保健センター

★１歳６か月児健康診査

◇５月７日　１１年１１月生まれの幼児
◇６月４日　１１年１２月生まれの幼児
　受付時間１３時～１４時３０分　＝保健センター
　（歯を磨いて行きましょう。事前にアンケート用紙を送付し
　ます。お手元にない方は保健センターへご連絡ください）

★２歳児教室

◇５月１４日　１１年４月生まれの幼児
　９時４５分～１１時３０分　＝保健センター
（１０時までにお越しください）
（子ども用歯ブラシ・タオル・コップ持参）

★３歳児健康診査

◇５月１５日　１０年３月生まれの幼児
　受付時間１３時～１４時３０分　＝保健センター
（事前にアンケート用紙を送付します。お手元にない方は
　保健センターへご連絡ください）
（歯を磨いて行きましょう）

★母子健康相談＆プレイルーム

◇５月１７日　９時３０分～１０時３０分受付　＝保健センター

★こころの相談

◇５月２８日　１３時～１４時　＝社健康福祉事務所
　　　　　　　　　　　　（社保健所）〈予約制〉

★一般健康相談

◇５月１１日・６月１日　１３時～１４時　＝社健康福祉事務所
　　　　　　　　　　　　　　　　（社保健所）〈予約制〉

★ＨＩＶ（エイズ）抗体検査

◇５月１０日・６月７日　１１時～１２時　＝社健康福祉事務所
　（社保健所）〈予約制〉（無料・匿名でうけることができます）

★ネコの引き取り

◇５月７・２１日・６月４日　８時３０分～１０時　＝保健センター

★献血

◇５月２日　１０時～１５時３０分　＝保健センター
（成分献血をご希望の方は事前に電話でご予約ください）

○６３

○６３

○６３

○６３

○６３

○４２

○４２
○４２

○４２
○４２

○６６

○６６

○６６

○６６

○４２

○４２

○４２

○４２

○４２
○４３

○６２

○６２

○４８

○４８

○４８

○４８

○４３

○６４
○６４

○６４

○６４

○６６

○６３

○６３

○６３

○６３

○６７

○４８

○６３



　
春
を
探
し
に
、
往
復
１４
キ
ロ
コ

ー
ス
鴨
池
ま
で
歩
き
ま
し
た
。

　
桜
の
つ
ぼ
み
も
膨
ら
み
か
け
た

３
月
２４
日
、
天
気
は
快
晴
、
汗
ば

む
陽
気
の
中
、
加
古
川
の
堤
防
を

わ
た
る
風
も
さ
わ
や
か
に
鴨
池
ま

で
ウ
ォ
ー
カ
ー
約
２
０
０
人
が
元

気
に
歩
き
ま
し
た
。
鴨
池
で
は
、

お
弁
当
を
ひ
ろ
げ
小
休
止
。
春
の

一
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
帰
り
道
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
散
策

コ
ー
ス
を
歩
か
れ
新
た
な
発
見
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
大
池
総
合
公
園
ま
で
帰
っ
て
来

ら
れ
た
方
々
は
、
一
様
に
帽
子
を

取
っ
て
タ
オ
ル
で
汗
を
拭
か
れ
て

い
ま
し
た
。

　
少
し
長
め
の
コ
ー
ス
。
ち
ょ
っ

と
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

２４平成１３年　広報「おの」５月号

〈編集・発行〉小野市総務部市民サービス課

　　　〒６７５－１３８０　小野市王子町８０６－１

　　　　　　　　　　　ＴＥＬ０７９４（６３）１０００

　　　　　　　　　　　ＦＡＸ０７９４（６３）６６００

ホームページアドレス

◎「広報おの」は資源保護のため、再生紙を使用しています。

ま ち の 動 き

４月１日現在

人　口　　５０，３８３人（前月比－１１８人）

　男　　　２４，７３７人

　女　　　２５，６４６人

世帯数　　１６，２２３世帯

面　積　　９３．８４ｋｍ
２

　
健
康
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り
を
目
指
す
ハ
ー
ト
フ

ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
大
池
総
合
公

園
か
ら
飛
び
出
し
、
新
た
な
ス
テ

ー
ジ
へ
。
新
宣
言
者
の
獲
得
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
の
よ
さ
を
よ
り
多
く

の
人
た
ち
へ
伝
え
る
た
め
に
動
き

だ
し
ま
す
。
来
住
地
区
の
皆
さ
ん

待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。
今
ま
で
、

大
池
ま
で
ち
ょ
っ
と
遠
い
な
と
思

っ
て
い
た
あ
な
た
。
今
回
は
あ
な

た
の
近
く
を
歩
き
ま
す
。
家
族
み

ん
な
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
来
住
地
区
以
外
の
人
も
大
歓
迎

！
小
野
市
を
・
来
住
を
再
発
見
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
み
ん
な
で
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
輪
を

広
げ
よ
う
。
は
て
さ
て
、
ど
ん
な

コ
ー
ス
が
待
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。

▼
集
合
場
所
　
来
住
小
学
校
運
動

場▼
日
時
　
５
月
２６
日
土
　
１０
時
か

ら▼
連
絡
　
駐
車
場
が
少
な
い
の
で
、

で
き
る
だ
け
歩
い
て
集
ま
っ
て
く

だ
さ
い
。

新
宣
言
者
の
数
　
　
　
６０
名

１
０
０
万
歩
賞
　
　
　
４９
名

２
０
０
万
歩
賞
　
　
　
３１
名

３
０
０
万
歩
賞
　
　
　
２０
名

４
０
０
万
歩
賞
　
　
　
９
名

５
０
０
万
歩
賞
　
　
　
３
名

６
０
０
万
歩
賞
　
　
　
１
名

７
０
０
万
歩
賞
　
　
　
１
名

９
０
０
万
歩
賞
　
　
　
２
名

１
０
０
０
万
歩
賞
　
　
　
１
名

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
賞
　
５
名

５
月
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
の
お
知
ら
せ

飛
び
出
せ
　 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー

 
 
 
 
第
２
弾
は
来
住
地
区
へ
！

！

今

月

の

花

みんなで鴨池まで元気に歩きました

市
内
河
合
中
町
の
八
ヶ
池
堤
防

に
植
え
ら
れ
た
ス
イ
セ
ン

水
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